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　「
大
学
通
信
帝
塚
山
」が
1
9
9
7
年
6
月
25
日
に

第
１
号
を
創
刊
し
て
以
来
２５
年
が
経
ち
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
休
む
こ
と
な
く
年
に
２
回
のペ
ー
ス
で
広
報
誌
を
刊
行

し
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　「
大
学
通
信
帝
塚
山
」が
創
刊
さ
れ
る
以
前
は
、大
学
関

係
の
広
報
関
係
誌
と
し
て
は
学
校
法
人
帝
塚
山
学
園
が

発
刊
す
る「
帝
塚
山
学
園
新
聞（
現
T
–
t
i
m
e
）」、

大
学
同
窓
会
が
発
行
す
る
会
報
誌「
帝
塚
山
大
学
同
窓

会
通
信（
現
：
わ
か
み
ど
り
）」が
あ
る
の
み
で
、大
学
が

継
続
的
に
発
行
す
る
広
報
誌
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
大
学
通
信
帝
塚
山
」は
、大

学
の
大
切
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
在
学
生
や
保

護
者
の
方
々
に
本
学
の
教
育
方
針
や
取
り
組
み
を
伝

え
る
こ
と
を
目
的
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。創
刊
号
の
巻

頭
で
当
時
の
小
泉
進
学
長
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　「
大
学
の
教
育
方
針
、教
育
現
場
の
働
き
な
ど
を
学
生

の
皆
さ
ん
や
ご
父
兄
の
方
々
に
伝
え
、学
生
の
皆
さ
ん
の

大
学
で
の
勉
学
を
促
進
す
る一
助
に
し
た
い
と
考
え
て
」

「
大
学
は
つ
ね
に
教
育
の一
段
の
充
実
に
務
め
て
い
て
、大

学
の
教
育
に
は
新
し
い
動
き
が
で
て
き
ま
す
。（
中
略
）積

極
的
な
姿
勢
で
勉
学
に
取
り
組
ん
で
貰
う
た
め
に
、教
育

現
場
で
起
こっ
て
い
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
学
生
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
」

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
在
学
生
や
卒
業
生
、そ
し
て
教
職
員

が
登
場
し
、本
学
の
多
彩
な
取
り
組
み
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
ど
き
の
大
学
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
や
新
し
い
動
き
な
ど
も
記
事
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
さ
し
く
、帝
塚
山
大
学
の

リ
ア
ル
な
姿
を
映
し
出
す
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、本
学
の
発
展
と
と
も
に「
大
学
通
信
帝
塚
山
」は

歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
初
、学
生
と
保
護
者
の
方
々
の

み
に
お
届
け
し
て
い
た
本
誌
は
、懐

か
し
い
大
学
の
情
報
を
お
届
け
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、同
窓
会
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
卒
業
生
の
方
々
へ
も

郵
送
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。地

域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、近
隣
の
自
治
体
や
自
治
会

な
ど
に
も
本
誌
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら

は
、新
入
生
に
対
し
て
も
、大
学
で
の
1
年
の
行
事
や
取

り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョン
時
に
前
年
度
発
行
の「
大
学
通
信
帝
塚
山
」の
配

布
を
始
め
ま
し
た
。

　
広
報
誌
は
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

本
学
の
歴
史
を
記
す
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、今
年
度
か
ら
本
学
公
式
W
e
b
サ
イ
ト
で

連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
た「
学
長
エッ
セ
イ
」を
執
筆
す
る

際
、昔
を
知
る
根
拠
資
料
と
し
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ひ

も
解
き
ま
し
た
。若
か
り
し
日
の
自
分
が
登
場
し
て
い

る
号
も
あ
り
、当
時
の
思
い
出
が
一
気
に
よ
み
が
え
り
、

誌
面
を
前
に
何
と
も
言
え
な
い
感
慨
に
し
ば
し
浸
り

ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、情
報
が
流
れ
て
し
ま
い
が
ち
な

W
ｅ
b
サ
イ
ト
に
は
な
い
役
割
を
広
報
誌
は
担
っ
て
い

ま
す
。

　「
記
録
と
記
憶
」。

　
永
久
に
保
存
さ
れ
る
情
報
と
し
て
、人
々
の「
記
憶
」を

呼
び
覚
ま
す「
記
録
」で
あ
る
の
が
広
報
誌
で
す
。大
学

開
学
６０
周
年
を
2
0
2
4
年
に
控
え
る
今
、こ
れ
ま
で

以
上
に
し
っ
か
り
と
し
た
情
報
の
収
集
と
発
信
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
情
報
発
信
の

方
法
は
多
様
化
し
て
お
り
、発
信
の
即
時
性
と
い
う
意
味

で
は
紙
媒
体
は一歩
後
れ
を
取
る
こ
と
に
な
って
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、自
分
か
ら
情
報
を
取
り
に
行

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
は
異
な
り
、定

期
的
に
大
学
か
ら
届
く
広
報
誌
も
、手
元
に
お
い
て
繰

り
返
し
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
を
生
か
し

て
、当
時
の
思
い
出
を
呼
び
起
こ
し
、若
き
日
の
自
分

を
振
り
返
る「
よ
す
が
」に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
紙
媒
体
の
良
さ
を
重
視
す
る一
方
で
、誌
面
で
は
扱
い

切
れ
な
か
っ
た
取
材
記
事
な
ど
を
本
学
Wｅ
b
サ
イ
ト
内

で
展
開
し
て
い
く
連
携
企
画
も
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、そ
れ

ぞ
れ
の
媒
体
の
特
徴
を
生
か
し
た
最
適
な
方
法
を
模
索

し
、「
大
学
通
信
帝
塚
山
」を
こ
れ
か
ら
も
進
化
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
や
3
3
，0
0
0
部
を
発
行
す
る
情
報
誌
へ
と
成
長

を
遂
げ
た「
大
学
通
信
帝
塚
山
」。ひ
と
え
に
学
生
や
保

護
者
の
方
々
、卒
業
生
か
ら
な
る
帝
塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご

協
力
と
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
、５０
号
刊
行
ま
で
こ
ぎ
着

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
大
学
通
信
帝
塚
山
」が
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

大
学
と
在
学
生
、保
護
者
そ
し
て
卒
業
生
と
の
絆
を
結

び
、皆
様
の「
記
憶
」に
残
る「
記
録
」で
あ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
い
ま
す
。

　
帝
塚
山
大
学 

第
15
代 

学
長 

蓮
花 

一己
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帝
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山
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ァ
ミ
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な
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録
」と「
記
憶
」

Tezukayama University Letter

since 1997

大学通信帝塚山50号 2022.01

　02　「大学通信帝塚山」５０号に寄せて
　　　　　　　　「記録」と「記憶」　学長　蓮花一己

　03　「大学通信帝塚山」のこれまでを振り返って
　　　　　　　　「25」年の時を越えて

　05　キャンパスレポート
　07　地域連携×大学連携
　09　クラブ・サークル活動紹介
　12　Close-up News　「学習支援室」
　13　キャリアサポート
　15　卒業生紹介
　16　保護者へのお知らせ
　17　IRレポート
　19　研究紹介
　20　奈良学への招待・所蔵品紹介
　　　教員業績図書紹介

　21　帝塚山TOPICS
　25　Event ＆Information
　27　国際交流・入試情報

特集
　大学と在学生、保護者、卒業生を結んで25年
　帝塚山ファミリーをつなぐ「大学通信帝塚山」大

学
と
在
学
生
、保
護
者
、

　
　
　
　卒
業
生
を
結
ん
で
２５
年

　
広
報
誌「
大
学
通
信
帝
塚
山
」が
創
刊
さ
れ
て
早
や
四
半
世

紀
。こ
こ
に
５０
号
の
巻
号
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
１
９
９
７
年
は
、今
の
法
学
部
の

前
身
と
な
る
法
政
策
学
部
が
開
設
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で

す
。ほ
ど
な
く
し
て
、大
学
創
設
以
来
の
学
部
で
あ
っ
た
教
養

学
部
は
人
文
学
部
に
改
組
さ
れ
、帝
塚
山
短
期
大
学
が
短
期

大
学
部
と
し
て
大
学
に
組
み
込
ま
れ
た
後
、現
代
生
活
学
部

や
心
理
福
祉
学
部
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、本
学
は
文
系
総
合

大
学
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
の
う
ね
り
を
、あ
る
い
は
　
社
会
の
要

請
に
応
え
て
、常
に
教
育
内
容
を
改
革
し
て
き
た
本
学
の
方

針
や
取
り
組
み
を
、「
大
学
通
信
帝
塚
山
」で
は
一
貫
し
て
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、「
大
学
通
信
帝
塚
山
」の
２５
年
を
振
り
返
り

ま
す
。

特 集

　1962年（昭和37）、森礒吉学園長
（当時、のちに初代学長）らの推挙
で、欧亜30数カ国の教育事情を視察
した熊沢安定学監（初代副学長）は、
「教養」を主とした大学の必要性を
痛感して帰国しました。
　その考えは、森学園長が理想とす
る大学像とも重なり、学際的な学問
が主流でなかった時代に、「テーマ・
スタディ」を追究する「教養学部」を

持った大学を開学するという革新的な事業へとつながりました。
　開学式辞のなかで、森学長（1964（昭和39）年-1973（昭和48）年）は、
「東大（の教養学部）は5本の指を広げたようなものだが、本学は握りこ
ぶしにしたようなもの」と表現し、帝塚山大学は、日本精神、近代精神、
国際精神のすべてを身につけてから、学際的かつ専門的な分野を極め
るといった、新しいコンセプトの大学であることを強調しました。
　この帝塚山大学の開学により、当時は学習院だけであった、幼稚園
から大学までの総合学園が完成したのです。
　写真は、帝塚山大学新聞（1号 1964（昭和39）年4月-30号 1971 (昭和
46)年3月）2号に掲載された森学長の式辞に関する記事。大学新聞部に
より発行されていた同新聞は、学生が編集に携わるという先進的な取
り組みとして期待されていました。しかしながら、学生運動激化のあ
おりを受け、次第にその誌面内容が発刊当初の編集方針から逸脱する
ようになり、30号で廃刊となってしまいました。

帝塚山大学新聞2号に掲載の
森礒吉学長開学の式辞（1964年/昭和39年）

Tezukayma University Archives
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創刊日　　1997年6月25日
発行数　　年2回
発行者　　「大学通信帝塚山」企画・編集委員会
発行部数　33,000部（2022年1月現在）
配布先　　在学生とその保護者および
　　　　　卒業生、協定校・指定校、大学、
　　　　　連携協定先、近隣自治体など　

」
25
「

を

の

越

て
え

年

時

大学通信帝塚山創刊
法政策学部法政策学科設置
食堂・体育館棟増築完成

現シンボルマーク制定
帝塚山短期大学を
大学短期大学部に組織変更

教養学部を人文科学部に改組
人文科学部日本文化学科・英語
文化学科・人間文化学科設置

教養学部を人文科学部に改組
人文科学部日本文化学科・英語
文化学科・人間文化学科設置

大学院人文科学研究科
日本伝統文化専攻博士後期課程設置
経営情報学部（経営情報学科）設置
TIESによる学生への教育支援開始

大学院人文科学研究科
日本伝統文化専攻博士後期課程設置
経営情報学部（経営情報学科）設置
TIESによる学生への教育支援開始

情報教育管理棟（7号館）竣工

大学院法政策研究科世界経済法専攻
（博士後期課程）設置

大学院法政策研究科世界経済法
専攻（修士課程）設置

29号　新理事長挨拶　日本をリードす
          る総合学園を築き上げる
30号 「帝塚山ファミリー」で支える
          就職支援

27号　2011年4月 心理福祉学部が
           心理学部になります
28号　5年連続計11件の取組選定

25号　法学部法学科2010年
           4月始動！こども学科開設
26号　キャリアセンターに行こう！

23号　就任のごあいさつ　
24号　2009年4月こども学科開設。

21号　新1号館がお目見え 
22号　社会人のキャリアアップを
        　支援する学び直しプログラムに
        　2件選ばれる 

19号　高い就職率の達成を目指す本学
　　　 キャリアセンターの取り組み
20号　現代GP・派遣型高度人材育成
　　　 協同プランに選ばれる 
 

17号　2006年4月 学科の再編 変化
      　 する社会に柔軟に対応できる人材を
18号　帝塚山大学とポートランド州立 
　　　 大学との協定10周年記念

1号　学長メッセージ　大学に求められ　
　　   ていること。本学がするべきこと。
2号　就職活動　時代を予測し、自分を見
　　　つめる。

3号　インターネット教育サービス
　　   「TIES」ようこそ!!TIES学園へ。
4号　学生会　大学と学生の間に立
　　　つパイプ役 

5号　学長メッセージ　帝塚山大学から
　　　始まるこれからの大学教育 
6号　インターンシップ制度 企業での
　　　就業体験はキャリアの第一歩 

7号　時代の要請に応え・
         大学5学部体制へ
8号　座談会　帝塚山大生の今日、
         明日を語る。

9号　  帝塚山大学から世界へ。
　　    情報教育未来形。
10号　帝塚山大学の国際交流　
　　     進化する海外研修

11号　学長メッセージ　魅力ある大学へ
　　　 自己改革 心豊かな若者育成したい
12号　経済学部･･･チャレンジの時を迎えて　
　　 　創設15年は通過点 

13号　開学40周年･･･
　　 　新たな歴史スタート 6学部体制へ
14号　経営情報学部 学部開設5年、
       　学科設置から10年 元気いっぱいBIT

法学部法学科設置
多摩大学と学術交流協定締結

新1号館竣工

人
文
科
学
部（
人
間
文
化
学
科
）及
び

短
期
大
学
部
を
改
組
し
、心
理
福
祉
学
部
心
理
学
科
・
地
域
福
祉
学
科
と

現
代
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科
・
居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
開
設

大
学
附
属
博
物
館
開
館

人
文
科
学
部（
人
間
文
化
学
科
）及
び

短
期
大
学
部
を
改
組
し
、心
理
福
祉
学
部
心
理
学
科
・
地
域
福
祉
学
科
と

現
代
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科
・
居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
開
設

大
学
附
属
博
物
館
開
館

こころのケアセンター設置 大学ファミリークラブ設立大学ファミリークラブ設立

経
営
情
報
学
部
を
経
営
学
部
に
名
称
変
更

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
臨
床
社
会
心
理
学
専
攻
を

心
理
科
学
研
究
科
心
理
科
学
専
攻
に
改
組

学
長
賞
を
制
定

経
営
情
報
学
部
を
経
営
学
部
に
名
称
変
更

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
臨
床
社
会
心
理
学
専
攻
を

心
理
科
学
研
究
科
心
理
科
学
専
攻
に
改
組

学
長
賞
を
制
定

心理福祉学部心理学科・
地域福祉学科を
心理学部心理学科に改組

現代学生活学部にこども学科を設置
人文科学部を人文学部に、同学部英語文化学科を
英語コミュニケーション学科に名称変更

大学院人文科学研究科臨床社会心理学専攻（修士課程）設置
法政策学部法政策学科を法政策学部ビジネス法学科・
公共政策学科に改組
現代生活学部に食物栄養学科管理栄養士課程を開設
大阪中之島サテライトキャンパス設置
帝塚山大学出版会設立

33号 新学部・学科「文学部 文化創  
         造学科」に迫る　
         平成26年4月開設
34号 祝・帝塚山大学創立50周年
   　   伝統と革新「次の50年にむけて」

35号　2014年、帝塚山大学は
　　　  創立50周年 
36号　対談企画 Tメソッド
　　　  （新ソーシャルサイエンス）に
　　　  ついて熱く語る！

37号　対談企画　創立51年目は「回生
　　　  元年」に！認証評価からみる
　　　  帝塚山大学の現状と未来 
38号　「球場を満員にするプロジェクト」
　　　  を振り返って

39号　卒業生アンケート結果から
　　　 みる帝塚山大学
40号　官公庁やリーディングカンパニーを
　　　  めざす人材育成
　　　  アドバンス・プログラムがスタート！

41号　新学長が語る 帝塚山大学
　　　 「新たな歴史の始まり」
42号　学生生活意識調査からみる
　　　 帝塚山大学

43号　2018年4月、帝塚山大学に
　　　 経済経営学部経済経営学科が開設！
44号　2019年4月 教育学部こども教育
　　　 学科が誕生

45号　2019年4月、帝塚山大学に教育学
　　　 部こども教育学科が開設！総合学
　　　 園としての強みを生かした帝塚山
　　　 ステップアップ式サポート
46号　世界へトビタテ！帝塚山大生

47号　WITHコロナ時代の帝塚山大学
　　　 の教育と学生支援 
48号　キャンパスライフを取り戻そう
　　　 帝塚山大学が目指す
　　　 「面倒見の良さ」

49号　Society5.0時代の実学
　　　 データサイエンス教育、
　　　 はじまる
50号　創刊25周年

経済学部経済学科、経営学部経営学科
を経済経営学部経済経営学科に改組

現代生活学部こども学科を教育学
部こども教育学科に改組

全学でデータサイエンス教育
を開始
経済経営学部にデータサイエ
ンスベーシックコースを設置

人文学部を文学部に名称変更し、
文学部文化創造学科を設置
大学創立50周年式典

東生駒キャンパス図書館に
アクティブラーニングスペースが
オープン
帝塚山大学歴史館オープン

15号　6学部擁する総合大学に発展「個性の尊重」掲げて　
　　　 40年　教育内容さらに充実へ
16号　「2冠」近畿地区では4大学だけ 2GPに輝く

31号　経済学部開設・男女共学25周年　　　
　　　  「伝統と革新」更なる飛躍をめざして
32号　学部・TF・キャリアセンターで支える
　　　  就職支援 

「大学院人文科学研究科所蔵資料紹介」
（5号～/1999-）

「大学通信帝塚山」の名物コラム＆エッセイから～

「民俗よもやま話」（15号～38号/2004-2015）

「大学の森」（6号～13号/1999-2003）

故高田英夫学園長（1982年～85年/大阪市立
大学名誉教授・帝塚山短期大学名誉教授）執
筆の植物に関するエッセイ。東生駒キャン
パスの豊かな樹木について植物学の専門家
ならではの視点で綴られている。逝去に伴
い連載が終了した。

1998年の人文
科学研究科設
置 に 伴 い 始
まった。36号
（2014年）で一旦
連載を終了し、
学園前キャン

パス16号館2Fに展示されている有名デザイン
の椅子を紹介する「帝塚山所蔵Chair Galleryと
なり、45号（2019年）から帝塚山所蔵Galleryとし
て再び連載が始まった。47号（2020年）で「所蔵
品紹介」と改題。

　第10代学長
であった故岩
井宏實先生に
よる民俗学に
関 す る コ ラ
ム。風俗や習
慣、儀礼や信
仰に関する有
形無形の民俗
資 料 を も と

に、日本人の日常の暮らしや文化を解き明かし
た。27号（2010年）から「よもやま話」を「よもや
ま噺し」に改題し、38号(2016年）まで連載が続
いた。そのコラムの後継として39号（2016年）か
ら始まった「『奈良学』への招待」の第一回目の
執筆者は、岩井宏實先生のご子息でもある岩井
洋前学長。奇しくも、親から子へと引き継がれ
ることとなった。

　
創
刊
当
初
は
12
頁
建
て
だ
っ
た「
大
学
通
信
帝
塚
山
」も
今
で
は
倍
以
上
の
28
ペ
ー
ジ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
な
り
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
や
特
集
タ
イ
ト
ル
、編
集
内
容
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
特
有
の
空

気
感
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
数
の
増
加
は
、一つ
は
、学
部
学
科
の
増
設
に
伴
って
学
生
や
保
護
者
の
方
々
に
発
信
す
べ
き

情
報
が
増
え
た
こ
と
も
要
因
で
す
が
、も
う
一つ
は
、大
学
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
多
様
化
し
、特
に

2
0
0
0
年
ご
ろ
か
ら
は
教
育
研
究
分
野
だ
け
で
な
く
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も一因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。地
域
社
会
か
ら
の
大
学
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
に

つ
れ
て
、学
生
や
保
護
者
の
方
々
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
意
識
し
た
記
事
が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
始
め
ま
し
た
。ま
た
、「
実
学
の
帝
塚
山
大
学
」を
標
榜
し
、積
極
的
な
地
域
連
携
活
動
や
産
官
学

連
携
活
動
を
展
開
す
る
今
で
は
、プ
ロ
ジェク
ト
型
学
習
で
活
躍
す
る
学
生
の
姿
に
も
、大
き
く
誌
面

が
割
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、大
学
通
信
帝
塚
山
の
創
刊
号
か
ら
50
号
ま
で
の
表
紙
と
巻
頭
の
特
集
タ
イ
ト
ル
を
紹

介
し
、本
学
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

50
冊
の
表
紙
と
特
集
タ
イ
ト
ル
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
の
歩
み
を
振
り
返
る

Tezukayama Club Activities
（30号～32号/2011-2012）
2011年の冬号から2012年の冬号までで
計3号発行されたクラブ新聞。大学通信

本誌と別刷りのA3
サイズ、1枚もの（表
面カラー・裏面モノ
クロ）。体育会系だ
けでなく文化系ク
ラブやサークルま
で幅広く取り上げ
られていた。
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C A M P U S  R E P O R T

『2年生』の就職支援セミナーを実施 帝塚山学園の大先輩による特別講義オンラインによる「リフレクション実習」で
乳幼児や保護者と触れ合う

修士論文中間発表会を開催

　心理学部では、キャリア支援の取り組みとして、「2年生」を対象とした就職支援セ
ミナーを今年から開始しました。例年は3年生から始まる就職支援セミナーですが、
少しでも早い段階から就職への意識を高め、自己分析や企業研究を進めていくこと
は、将来への確かな道筋となります。2年生は、本セミナーを通じて就活の進め方や
就活の意義について学び、実際にスマートフォンを使いながら興味のある企業を探
すワークや自己分析に熱心に取り組んでいます。

　2年生を対象とする日本文化演習で、信貴山朝護孫子寺成福院の鈴木貴晶貫主
に特別に講演をしていただきました。本授業は、帝塚山学園同窓会との連携事業の
一環で行われたもの。多方面で活躍する学園の先輩の話を通じて、学生が社会で
働く意義や現実について理解を深めることを目的としています。今回の貫主の講義
は「Zoom」のため画面越しでしたが、ご自身の経験のほか、コロナ禍によってもたら
された人間関係の難しさに触れながら、人と人とのかかわり方についてお話いただ
きました。

　1年次後期には、併設の子育て支援センターの事業「集いの広場」で親子と実際
に触れ合う「リフレクション実習」を行いますが、今年度はコロナ禍のため、１年生と
親子をオンラインで結んで実習を行うことになりました。オンライン実習の前には、
子育て支援センターの外の遊び場にいる子どもたちに2階の窓から「おはよう―！」
と挨拶して、遠隔での交流を始めます。「手遊び」「親子遊び」などを事前に十分に練
習してから実習に臨み、画面いっぱいに笑顔を届けて素敵な交流を続けています。

　大学院博士前期課程の学生にとって最大の関門は修士論文の作成です。まさに
その渦中にいる2年生4人が、10月に現在の成果を教員や先輩の前で発表しました。
4人は各自のテーマである、弥生時代の絵画土器、江戸時代の猫をテーマとする文
学、滋賀県の踏車（ふみぐるま）、古代の動物図像についてしっかりとした発表を行
い、教員も参加しての討論が活発に行われました。修士論文の完成は少し先になりま
すが、4人とも力の入った成果を出してくれるものと、充分に期待させる内容でした。

現代生活学部 居住空間デザイン学科

現代生活学部 食物栄養学科

心理学部 心理学科
文学部 日本文化学科

経済経営学部 経済経営学科

教育学部 こども教育学科

法学部 法学科

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
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警察官をめざす学生が受講
奈良県警察　大橋一夫本部長による講義

　11月19日、法学部の特殊講義「警察組織と警察実務」において、奈良県警察の
大橋一夫県警本部長による講義を実施。法学部では、現職の警察官や消防官、国
家・地方公務員を講師に招き、仕事内容や求められる人材についてお話いただく講
義を多数開講しています。これらの講義を通じて、学生は地域の課題や公務員に必
要な資質などを学び、実務能力とともにキャリア観を育みます。多くの学生が受講に
より公務員の夢をかなえ、今年は警察官21名、消防官1名、自衛官1名、地方公務員
1名が合格を果たしています。

アニメやスポーツ、SNSも
興味・関心のあるテーマを分析した考察内容を発表

　経済経営学部では毎年大学祭の時期に「ゼミ研究報告会」を開催しています。
3年生がゼミでの研究内容をプレゼンテーション部門とポスター部門に分かれて発
表する同報告会は、前身の経済学部時代から数えると今年で10回目を迎えます。
今年は、プレゼンテーション部門だけでも24組の参加があり、アニメやスポーツ、観光
など多岐にわたるテーマについて、データ分析や、マーケティング調査による研究成
果を披露しました。１年生は先輩の発表を見学し、今後のゼミ研究のヒントにします。

学科と研究科の特色ある取り組みを紹介します。

『深江丸』にて海上交通心理学実習

　心理科学研究科では、「心理科学基礎論Ⅰ」の一環として、神
戸大学大学院海事科学研究科協力のもと、同研究科附属練習船

「深江丸」にて海上交通心理学に関する体験学習を行っていま
す。例年は１泊２日の実習ですが、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により今回は1日研修で、係船場につながれた船の中での実習
や船舶運航シミュレーターを用いた操船体験をしました。臨床心理
学を専攻する大学
院生にとって「海上
交通心理学」は異
分野ですが、シミュ
レーション操船で
多角的判断の必要
性を体験するなど、
臨床に通じる新た
な視点を得ること
ができました。

心理科学研究科 心理科学専攻
帝塚山大学大学院より GRADUATE SCHOOL

UR団地での生活調査の学内報告会を実施
　この春に学園前のUR団地で実施した「コロナ禍における団
地の生活調査アンケート」の分析結果について、研究に取り組
んでいる学生３名が、８月26日に学園前キャンパスで報告会を
行いました。報告会には、連携協定を結ぶUR都市機構の方々
にもお越しいただき、さまざまな質問やご意見、アドバイスが飛
び交って、大変充実したものとなりました。現在も調査は継続
中で、より綿密な分析結果が出せるように励んでいます。

身体機能向上に役立つ栄養素は？  運動評価でデータを分析
　卒業研究発表会に向けて、3-4年生が合同で身体機能に影響を与える栄養素について探求しています。
特定の栄養素を摂取した後に握力や1000ｍ急歩、反復横跳びを行い、高強度運動における筋力や持久力、
敏捷性などを計測。得られたデータから身体機能の向上に最も効果的である栄養素を分析します。卒業研
究発表会は、ゼミの教員の指導のもと、さまざまなテーマで研究成果を報告する4年間の学びの集大成。
下級生は先輩が1年かけて取り組んだ研究発表を見学し、自分たちのゼミ選びの参考にします。
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地域連携大学連携
本学では、他大学との学術連携のもと、教育・研究活動において協働事業を積極的に推進しています。
他大学の学生との交流を通じて、学生は幅広い視野を養い、多分野にわたる知識を深めます。

本学は、自治体、企業、研究機関などと連携して地域や社会の課題解決に取り組む
「プロジェクト型」学習に注力しています。奈良県を中心に各所で展開する地域連携、産官学連携の

プロジェクトを通じて、学生は「時代を生き抜く力」と、「変化に対応する力」を身につけます。

　

2
0
2
1
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
国
立
成
育
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
下
で
何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
こ
ど
も（
小
学
生
〜
高
校
生
）は
全
体
の
70
％
に
上
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
生
活
も
ま
ま
な
ら
ず
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
小
学
生
を
、心
理
学
の
知
識
で
何
か
で
き
な
い
か
。

そ
う
考
え
た
鈴
木
諒
さ
ん（
心
理
3
年
）ら
学
生
14
人
が
、

11
月
、県
内
小
学
校
で「
自
己
理
解
」「
他
者
理
解
」「
柔
軟
な

考
え
方
」を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
に
臨
み
ま
し
た
。

　

山
口
祐
子
准
教
授
や
中
地
展
生
教
授
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、学
生
が
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画

書
を
作
っ
た
の
が
6
月
の
こ
と
。教
育
委
員
会
に
計
画
書
を

持
ち
込
み
、内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。8

月
に
は
担
任
の
先
生
を
相
手
に
リ
ハ
ー
サ
ル
。「
注
意
を
そ

ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
が
足
り
な
い
」「
小
学
生
の
興
味

関
心
を
引
く
ア
イ
テ
ム
が
必
要
」な
ど
の
手
厳
し
い
意
見
を

頂
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
何
度
も
小
学
校
に
足
を
運
び
、担

　

川
西
市
で
は
、阪
急
川
西
能
勢
口
駅
前
の
大
型
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
月
に
1
度「
駅
前
ピ
ク
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
」が

開
催
さ
れ
、市
の
活
性
化
に
向
け
た
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。人
の
滞
留
と
交
流
の
促
進
と
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的

と
し
た
同
マ
ル
シ
ェ
に
、10
月
30
日
、居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
学
生
が
出
店
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
実
現
し
た
企
画
は
、同
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
に
か
か
わ
る
北
澤
嘉
治
教
授
が
指
導
す
る
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、越
田
謙
治
郎
・
川
西
市
長
と
同
市
の
関

係
部
局
に
昨
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。越
田
市
長
か
ら「
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
た
ら
企
画
を
実
行
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
い
た
だ
い

た
こ
と
が
、こ
の
度
の
企
画
実
践
の
場
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　
マ
ル
シ
ェ
で
は「
出
張
！
大
学
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〈
当
て

て
！
つ
く
っ
て
！
ま
ち
づ
く
り
体
験
〉」と
題
し
て
、ま
ち
づ

く
り
の
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。参
加
者
は
用
意

し
て
お
い
た
段
ボ
ー
ル
の「
お
う
ち
」模
型
に
シ
ー
ル
や
マ
ス

キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、川
西
市
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
大
き
な
地
図
の
好
き
な
場
所
に
置
い
て
い
き
ま
す
。

▲�グループワークでは活発に意見が交わされた

▲�マイナスのイメージをプラスに変えることで、相互理解につなげる

▲�キラキラシールや折り紙で「おうち」を
　デコレーション

▲�プラレールが走る地図に
　思い思いの「おうち」を

▲�オススメの飲食店を書き込む

▲�越田謙治郎・川西市長に
　駅前活性化案をプレゼン

▲�ノートPCを使ってグループで調べ予習
　クロスワードパズルに苦戦する児童

▲�皆が積極的に授業に参加

▲法学部アドバンスクラスの学生による発表

心
理
学
科
の
学
生
が
県
内
小
学
校
で

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育

法
学
科
学
生
が
県
内
小
学
校
で
平
和
学
習

地
元
の
戦
争
遺
跡
を
紹
介

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

川
西
市
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た

実
証
実
験
参
加

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
発
表

第
13
回
多
摩
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
発
表
祭
に

本
学
か
ら
は
2
チ
ー
ム
が
参
加

心
理
学
科
×
奈
良
県
内
小
学
校

法
学
科
×
斑
鳩
東
小
学
校

居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
科
×
川
西
市

任
の
先
生
の
意
見
を
も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
努
め
ま

し
た
。メ
ン
バ
ー
と
も
で
き
る
限
り
対
面
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
こ
と
で
方
向
性
を
共
有
し
、授
業
練
習
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

　
つ
い
に
迎
え
た
本
番
で
は
、「
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
プ

ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
に
変
え
よ
う
！
」と
題
し
て
、学
生
が
小
学

校
6
年
生
3
ク
ラ
ス
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。寸
劇

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
た
授
業
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
楽
し
か
っ
た
」「
マ
イ
ナ
ス
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
よ
う
に
し
た
い
」と
い
っ
た
好
意

的
な
感
想
が
並
び
、小
学
生
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と

き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

学
生
は
、「
一
緒
に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
た
。今
後
も
学
校
現
場
で
支
援
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
探
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
意
欲

を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。本
取
り
組
み
の
企
画
や
実
施
を
通
じ

て
、心
理
学
の
知
識
を
社
会
の
課
題
解
決
へ
ど
の
よ
う
に
結

び
つ
け
る
の
か
を
学
生
は
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

作
っ
た「
お
う
ち
」を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
お
得
感
も
受

け
て
か
、行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
を
見
せ
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
に
も
、S
N
S
で
は
得
ら
れ
な
い
地
域
情
報
の
交
流

ツ
ー
ル
と
し
て
企
画
し
た
、書
き
込
み
自
由
な
地
図
ボ
ー
ド

を
デ
ッ
キ
に
設
置
。お
気
に
入
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ

の
情
報
を
書
き
加
え
る
人
も
い
て
、新
た
な
情
報
交
流
の
場

と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。当
日
は
越
田
市
長

も
学
生
へ
の
激
励
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
街
の
発
展
に
は
、建
築
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
都
市
計
画

だ
け
で
な
く
、＂人＂ 

が
つ
な
が
る
仕
組
み
も
一
緒
に
デ
ザ
イ

ン
す
る
と
い
う
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
方
の
視
点
が
必
要
」

と
北
澤
教
授
は
話
し
、学
生
の
一
人
は「
今
回
得
た
デ
ッ
キ

利
用
者
の
行
動
や
反
応
を
次
の
提
案
に
生
か
し
た
い
」と

語
り
ま
し
た
。今
回
の
実
証
実
験
は
、学
生
に
と
っ
て
、地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
本
質
を

知
り
、企
画
立
案
力
や
実
践
力
を
磨
く
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
、本
学
と「
学
術
交
流
に
関
す
る
包
括
協
定
」

を
締
結
す
る
多
摩
大
学（
東
京
都
多
摩
市
）と
の
大
学
連
携

事
業
で
あ
る「
多
摩
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
発
表

祭
」が
多
摩
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
で
13
回
目
を

迎
え
る
本
発
表
祭
に
は
、多
摩
大
学
の
ほ
か
多
摩
大
学
の
系

列
高
校
2
校
と
大
学
院
、東
京
経
済
大
学（
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
）に
本
学
が
参
加
し
、多
彩
な
内
容
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発

表
を
通
じ
て
学
術
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

発
表
チ
ー
ム
は
全
部
で
24
組
。本
学
か
ら
は
、現
代
生
活

学
部
居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
内
海
聖
依
さ
ん
、久
保

田
結
稀
さ
ん
、原
口
志
帆
さ
ん（
と
も
に
4
年
）と
法
学
部
・

ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス
の
川
口
和
真
さ
ん
、小
山
杏
さ
ん
、中
島

伶
那
さ
ん
、中
田
奈
歩
さ
ん（
と
も
に
3
年
）か
ら
な
る
2

チ
ー
ム
が
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ「
大
規
模
高
経
年
団
地
に
お

け
る
入
居
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
研
究
」と「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問

題
の
解
決
に
挑
む
！
−法
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
企
業

及
び
個
人
へ
の
働
き
か
け
を
目
指
し
て
−」の
テ
ー
マ
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
み
ま
し
た
。

　

前
者
は
U
R
都
市
開
発
機
構
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
行
っ
た
、近
鉄
学
園
前
駅
近
く
の
集
合
団
地
の
入
居
者
に

対
す
る
生
活
調
査
が
テ
ー
マ
で
す
。団
地
周
り
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、入
居
者
に
生
活
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
と
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、調
査
デ
ー
タ
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。後
者
は
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
し

て
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
課

題
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
報
告
。法
学
部
の
学
び

に
よ
り
解
決
の
糸
口
を
探
り
、現
地
視
察
や
環
境
専
門
家
か

ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
経
て
立
案
し
た
企
画
の
提
案
を
行
い
ま

し
た
。両
チ
ー
ム
と
も
S
D
G
s
的
な
観
点
を
取
り
入
れ
た

意
欲
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、20
分
と
い
う
短
い
時
間
な
が

ら
熱
の
入
っ
た
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
に
は
、多
摩
大
学
お
よ
び
今
回
初
参
加
に
な
る
大

阪
電
気
通
信
大
学
か
ら
の
招
待
発
表
を
迎
え
、本
学
主
催
の

「
実
践
学
生
発
表
祭
」を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

鈴木 諒さん
心理学科3年

　

法
学
部
の
末
吉
洋
文
教
授（
平
和
学
）の
ゼ
ミ
生
ら
9

人
が
講
師
と
な
り
、11
月
18
日
、斑
鳩
町
立
斑
鳩
東
小
学

校
6
年
の
児
童
約
90
人
に
、「
奈
良
県
と
戦
争
」を
テ
ー
マ

に
平
和
を
考
え
る
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
の
行
き
先
を
長

崎
や
広
島
か
ら
近
場
に
変
更
す
る
学
校
が
増
え
、現
地
で

の
平
和
学
習
の
機
会
が
激
減
し
た
こ
と
を
受
け
て
企
画

さ
れ
た
も
の
。身
近
に
あ
る
戦
争
遺
跡
や
戦
時
中
の
暮
ら

し
を
学
び
、小
学
生
に
平
和
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
は
3
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が

ら
、県
内
の
戦
争
遺
跡
の
ほ
か
仏
像
疎
開
や
大
和
野
菜
な

ど
奈
良
に
関
連
が
深
い
で
き
ご
と
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介

し
ま
し
た
。斑
鳩
東
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
斑
鳩
小
学
校

で
は
戦
時
中
に
食
料
不
足
の
た
め
運
動
場
で
サ
ツ
マ
イ
モ

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、防
空
壕
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
解
説
す
る
と
、驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。全
体

講
義
の
後
は
、児
童
は
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、ノ
ー
ト
P
C

で
調
べ
な
が
ら
穴
埋
め
ク
イ
ズ
や
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

に
挑
戦
。楽
し
み
な
が
ら「
奈
良
県
と
戦
争
」に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
闇
市
の
お
米
が
今
の
物
価
だ
と
2
キ
ロ
で
20
万
円
と

い
う
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」「
同
じ
年
く
ら
い
の
子
ど
も

の
身
体
が
栄
養
不
足
で
小
さ
か
っ
た
」な
ど
戦
時
中
の
暮

ら
し
に
驚
い
た
と
い
う
感
想
の
ほ
か
、「
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ

て
、グ
ル
ー
プ
で
答
え
を
考
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」「
戦

争
に
つ
い
て
図
書
館
で
調
べ
て
み
た
い
」と
、調
べ
学
習
に

興
味
を
持
っ
た
と
い
う
意
見
も
多
く
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
主
体
と
し
た
平
和
学
習
は
大
成
功
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

講
師
の
1
人
で
あ
る
学
生
の
竹
本
歩
夢
さ
ん（
法
3

年
）は
、「
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
て
い
る
と
頑
張
っ
て

準
備
し
た
か
い
が
あ
っ
た
」と
話
し
、「
今
後
も
学
校
か
ら

依
頼
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
応
じ
た
い
」と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

竹本 歩夢さん
法学科3年

▲居住空間デザイン学科の学生による発表

▲飛世昭裕副学長によるあいさつ



クラブ・サークル活動紹介 帝塚山大学初
Vリーグ選手誕生！

クラブ・サークルを通じて、
学内外で活躍する帝塚山大学生の姿をお届けします。
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創部以来初となる
全日本大学選手権で準優勝
グレコローマン55キロ級で天皇杯に選出

昨秋から22連勝で1部リーグ
連覇に続き関西インカレを初優勝
皇后杯には奈良県勢で
初のファイナルラウンド進出

1部リーグ昇格は
来季へ持ち越しに
翌シーズンの奮起を期待

Bリーグ入替戦に
臨むも力及ばず
来期での雪辱を誓う

　10月9日、10日にJ:COM末広体育館（大阪府泉佐野市）で開催された2021
年全日本大学グレコローマン選手権に本学から8名が出場。55㎏級の松岡大
誠選手（経済経営3年）が本学初となる決勝に進出し銀メダルを獲得しまし
た。他の階級でも、中央大学や近畿大学などの強豪大学を破り、出場８名中５
名が入賞の好成績を残しました。全選手の勝ち点を合計した大学対抗得点
では本学は青山学院大学に次ぐ第９位となり、西日本学生連盟所属の大学
ではトップとなりました。また、10月20日から22日にかけて、キリンビバレッジ周
南総合スポーツセンター（山口県周南市）で開催された2021年西日本学生選手
権においても、本学からエントリーした選手が多数入賞することができました。

【1部秋季リーグ 個人賞受賞選手一覧】
◆最優秀選手賞
◆スパイク賞
◆ブロック賞

◆セッター賞
◆レシーブ賞
◆最優秀監督賞

吉田 美海 （こども4年）  
吉田 美海 （こども4年）
中野 樹里 （日本文化4年）
横田 希歩 （心理3年）
大西 風歌 （法学3年）
中野 樹里 （日本文化4年）
本田 知広 

序盤より負けが先行する展開となった今季のリーグ戦。相手チームに先制さ
れ、その後攻めきれずに勝利を逃す試合が続きました。4勝6敗のリーグ4位に
終わり、残念ながら1部リーグ昇格は来季へ持ち越しとなりました。2021年度
秋季リーグ戦 2部東リーグのベストナインに本学から3選手が選ばれるという
明るいニュースもあり、来季での飛躍が期待されます。

Bリーグ昇格への期待がかかった今シーズン。今季初戦を幸先よく大差で勝
利し、その後も順調に白星を重ねて4勝1敗1分けのリーグ2位に。12月12日、大
阪大学吹田キャンパスで行われたリーグ入替戦で、Bリーグ11位の大阪工業
大学と対戦しました。試合は、終始リードを奪われる展開で、相手の力強い攻
撃に活路を見出すことができず、残念ながら56-14で敗退。Bリーグ昇格を懸
け全力で戦った選手たちでしたが、悔しい一戦となってしまいました。後一歩
というところまで来たBリーグ復帰に向けて、来季の奮起を誓います。

　この大会のグレコローマンスタイル55㎏級で準優勝を果たした松岡大誠
選手（経済経営3年）が2021年天皇杯全日本選手権に選出され、12月19日、駒
沢体育館（東京都世田谷区）で行われた初戦に臨みました。55㎏級には現役
世界王者や昨年度のアジア王者などの有力選手がエントリーしており、日本
最高峰の舞台である今大会の中でも屈指の激戦区。松岡選手は明治大学の
主将を務める選手と対戦し、1点を先取したものの最終的にはフォール負けを
喫してしまいました。
　多くの階級で選手が表彰台へと上り、本学の存在感をアピールできた今
シーズン。来季の活躍が有望視されます。

レスリング部 女子バレーボール部

硬式野球部
ラグビー部

東生駒
キャンパス

東生駒
キャンパス

東生駒
キャンパス

東生駒
キャンパス

2021年西日本学生選手権
◇男子グレコローマンスタイル
55kg級　2位　松岡大誠（経済経営3年）
60kg級　3位　中村晟笙（法4年）
77kg級　3位　矢﨑元也（経済経営2年）
87kg級　3位　鈴木岳人（経済経営3年）
97kg級　2位　沖野雷斗（経済経営2年）
　　　　3位　荒木孝介（法3年）

◇男子フリースタイル
57kg級　3位　中本公平（日本文化2年）
86kg級　3位　吉田奨健（経済経営1年）

【ベストナイン】
◆三塁手
隠地太希（経済経営3年）
◆外野手
倉本龍昂（日本文化3年）
◆捕手
加藤圭汰（経済経営3年）

　11月6日、1部秋季リーグで、ともにここまで全
勝で駒を進めてきた神戸親和女子大学との最終
決戦が東生駒キャンパス体育館で行われました。
勝った方が優勝という緊張を一層あおる構図に、
本学関係者からの応援にも熱が入りました。2連覇
のプレッシャーがかかる試合に厳しい戦いが予想
されましたが、本学が危なげない試合運びで3セッ
トを連取し、11戦全勝での優勝を果たしました。11
月21日、22日に行われた2021年度Phiten CUP 関西バレーボール大学男女選手
権大会（関西インカレ）でも、リーグ戦の勢いのままに初優勝を決め、関西でのタ
イトルを制覇しました。
　11月29日から始まった第38回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学選手権大
会（全日本インカレ2021）では第8シードとして初戦に東京女子体育大学を迎え
撃ちましたが、高さのある攻撃力で押され、善戦及ばずに敗れました。12月10日
には、令和3年度天皇杯・皇后杯全日本選手権大会のファイナルラウンドに奈良
県勢として初めて臨み、V1リーグ所属のトヨタ車体クインシーズと対戦。一時は
リードする展開もありましたが、V1リーグの攻撃の速さと高さに阻まれ、セットカ
ウント0-2のストレート負けという結果に。4年生は大学最後の雄姿を、下級生は
次年度を期待させる活躍を本大会で見せてくれました。

　

関
西
女
子
1
部
リ
ー
グ
を
全
勝
で
連
覇
し

関
西
イ
ン
カ
レ
も
優
勝
。皇
后
杯
で
は
、奈
良

県
勢
初
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド
出
場
と
、

今
年
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
。そ
の
大
躍
進
の
立
役
者
で
も

あ
っ
た
、キ
ャ
プ
テ
ン
の
吉
田
美
海
さ
ん（
こ

ど
も
4
年
）と
中
野
樹
里
さ
ん（
日
本
文
化
4

年
）が
本
学
始
ま
っ
て
以
来
の
V
リ
ー
ガ
ー
と

な
り
、4
月
か
ら
は
、吉
田
さ
ん
が
デ
ン
ソ
ー

エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
、中
野
さ
ん
が
ブ
レ
ス
浜
松

に
所
属
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。プ
ロ
と
な
る

2
人
に
話
を
聞
い
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

吉
田　

中
学
の
部
活
動
で
始
め
ま
し
た
。背
が

高
か
っ
た
の
と
友
達
も
バ
レ
ー
部
だ
っ
た
の
で
。

小
学
生
の
と
き
に
も
誘
わ
れ
た
ん
で
す
が
、そ
の

と
き
は
何
だ
か
気
が
乗
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。

中
野　

私
は
ち
ょ
っ
と
動
機
が
不
純
で

（
笑
）。お
菓
子
に
つ
ら
れ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

体
験
に
行
っ
た
の
が
小
学
校
2
年
生
の
と

き
。そ
の
う
ち
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
て
、で
き
る
こ
と
が
増
え
て
ど
ん
ど
ん
面

白
く
な
っ
て
…
。

吉
田　
私
は
2
つ
上
の
先
輩
に
す
ご
く
上
手
い

人
が
い
て
、あ
あ
な
り
た
い
っ
て
思
っ
た
の
が
続

け
る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
帝
塚
山
大
学
に
進
学
し
た
決
め
手
は
。

吉
田　

１
部
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
す
る
の
が
夢

だ
っ
た
の
で
、い
ろ
い
ろ
調
べ
て
帝
塚
山
大
学
を

選
び
ま
し
た
。本
田
監
督
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
と
い
う
の
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

中
野　
私
も
１
部
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
た
か
っ

た
か
ら
。高
校
選
抜
で
の
知
り
合
い
が
多
か
っ

た
と
い
う
の
も
理
由
の
一つ
で
す
。

　
入
部
し
て
み
て
の
印
象
は
。

吉
田　
選
手
の
自
主
性
を
大
切
に
し
て
く
れ
る

チ
ー
ム
。監
督
か
ら
は
、と
に
か
く
自
分
で
何
が

ベ
ス
ト
な
の
か
を
考
え
ろ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

中
野　

高
校
ま
で
と
は
大
き
く
違
い
ま
し
た

ね
。自
分
で
考
え
た
こ
と
を
大
事
に
し
て
く
れ

る
。練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
任
せ
て
も
ら
え
る
の
は
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

吉
田　
１
年
生
の
と
き
は
、た
だ
試
合
に
出
た

い
一
心
で
、皆
が
ラ
イ
バ
ル
で
し
た
。皆
は
仲
間

な
ん
だ
と
気
づ
い
た
の
は
、試
合
に
出
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
。そ
の
こ
ろ
か
ら
、自
分
の

ス
キ
ル
を
後
輩
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
と
考

え
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

中
野　

入
部
し
た
当
初
は
監
督
に
毎
日
怒
ら

れ
続
け
て
、実
家
に
帰
り
た
い
と
思
っ
た
ほ
ど
。

今
か
ら
思
え
ば
自
分
の
甘
え
が
原
因
な
ん
で
す

が
、そ
の
と
き
は
わ
か
っ
て
い
な
く
て
。ケ
ガ
を

し
た
先
輩
の
代
わ
り
に
初
め
て
試
合
に
出
た
と

き
、監
督
か
ら「
意
識
を
変
え
な
い
と
、先
輩
が

戻
っ
て
き
た
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
な
い
ぞ
」と
言
わ

れ
て
、目
が
覚
め
ま
し
た
。以
来
、自
分
が
チ
ー

ム
で
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
て
自
主
練
習
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。視
野
が
広
が
り
、人

間
的
に
も
成
長
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

吉
田　
成
長
と
い
う
意
味
で
は
、３
年
生
で
秋

季
リ
ー
グ
で
優
勝
し
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

た
ま
た
ま
運
が
良
か
っ
た
か
ら
と
は
思
わ
れ
た

く
な
か
っ
た
の
で
、連
覇
を
目
標
に
、練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
見
直
す
な
ど
し
て
い
つ
も
以
上
に
自

分
を
追
い
込
み
ま
し
た
。

中
野　
優
勝
経
験
は
確
か
に
転
機
に
。皆
が
勝

利
に
対
し
て
貪
欲
に
な
り
ま
し
た
。

吉
田　
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
の
応
援
が
優
勝
へ

と
後
押
し
し
て
く
れ
た
の
を
実
感
し
て
い
ま

す
。皆
の
応
援
に
応
え
ら
れ
る
選
手
に
な
り
た

い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

中
野　
あ
と
、後
輩
が
で
き
て
初
め
て
、先
輩
が

苦
労
し
て
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た（
笑
）。

吉
田　

私
も（
笑
）。生
意
気
だ
っ
た
と
今
に

な
っ
て
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
と
も
春
か
ら
は
V
リ
ー
ガ
ー
で
す　

ね
。抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田　
ま
ず
は
試
合
に
出
る
こ
と
が
目
標
で

す
。パ
ワ
ー
で
押
す
タ
イ
プ
で
は
な
い
の
で
、ミ

ド
ル
も
サ
イ
ド
も
こ
な
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨

い
て
、チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

中
野　

私
は
身
長
が
高
く
な
い
の
で
、レ
シ
ー

ブ
も
ス
パ
イ
ク
も
上
手
い
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。プ
ロ
と
し
て
給
料
を
も

ら
う
か
ら
に
は
、勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
結
果
を

残
す
と
い
う
こ
と
を
第
一に
掲
げ
た
い
で
す
ね
。

　
後
輩
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

吉
田　

関
西
の
タ
イ
ト
ル
は
制
覇
で
き
た
の

で
、全
国
に
帝
塚
山
大
学
の
名
前
を
と
ど
ろ
か

せ
て
ほ
し
い
で
す
。プ
レ
ー
面
だ
け
で
な
く
人

格
面
で
も
支
持
さ
れ
る
よ
う
な
立
派
な
選
手

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

中
野　
リ
ー
グ
連
覇
で
今
ま
で
以
上
に
追
い
か

け
ら
れ
る
立
場
に
な
っ
た
の
で
、優
勝
校
と
し
て

行
動
面
で
も
目
標
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
結
果
を
出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

吉
田　
と
り
あ
え
ず
は
、リ
ー
グ
３
連
覇
と
全

日
本
イ
ン
カ
レ
ベ
ス
ト
4
が
目
標
!

中
野　
全
国
の
壁
は
高
い
で
す
が
、皆
な
ら
突

破
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
！

中
野
・
吉
田　
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
高
み
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ
い
！

卒
業
し
て
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。私
た

ち
も
V
リ
ー
グ
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、応
援

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
な
選
手
と
し
て

　
　
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
。

日
本
文
化
学
科
4
年

中
野
樹
里

ま
ず
は
試
合
に
出
る
こ
と
が
目
標
。

　
行
動
面
で
も
尊
敬
さ
れ
る
選
手
に
。

こ
ど
も
学
科
4
年

吉
田
美
海

Clubs & Circles
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第57回帝塚山大学大学祭
「虹色祭」を開催

キャンパスを鮮やかに
彩るイルミネーション　
両キャンパスでの実施は11年ぶり

　10月23日、24日に大阪府立臨海スポーツセンター（大阪府高石
市）で開催された第15回西日本学生フィギュアスケート選手権大
会（主催：日本学生氷上競技連盟）に本学のアイススケートサー
クル（顧問：教育学部・松浦真理教授）の栗栖綾侑子さん（こども
教育１年）が女子５級に出場し、優勝しました。これにより1月に帯
広市で開催される第94回日本学生氷上競技選手権大会（インカ
レ）への出場権も獲得しました。幼少期からフィギュアスケートを
続けてきた栗栖さんは幼稚園の教諭として働く夢をかなえようと
本学へ進学しました。勉学と競技を両立させるために、入学と同
時に公認サークル設立に奔走し、部員の募集や部の規約作りか
ら競技連盟への登録手続きまでを全て一人で行いました。サーク
ル設立からわずか5カ月後に出場した大会で優勝するという快挙
で、今後の活躍がますます期待されます。栗栖さんはスケートが
初めての部員への指導も行い、競技の楽しさを広く知ってもらう
活動にも取り組んでいます。

　11月20日、秋晴れのさわやかな空の下、
第57回帝塚山大学大学祭「虹色祭」を開催
しました。例年は一般の来場者も受け入れる

「虹色祭」ですが、今年も昨年に引き続いて
学生と教職員に入場を限定。サーマルカメ
ラによる検温や、学生証による来場者管理
などで、コロナ禍のイベントとして万全の体
制で実施しました。
　飲食を提供する模擬店はないものの、クラ
ブやサークルによるステージパフォーマンス
のほか、お化け屋敷にフラワーアレンジメント
やドローン操作体験、学科ごとの学修成果の展示など、大学祭ならではの企画
が多数行われ、東生駒キャンパスは多くの学生でにぎわいました。
　昨年は実施できなかったお笑い芸人やアーティストを招いてのLIVEもソー
シャルディスタンスに配慮した座席配置のもとに敢行し、ステージとなった6号
館前の中央広場は熱気に包まれました。この日一番の盛り上がりを見せたの
は、第98回全国高校サッカー選手権大会の応援歌を歌った三阪咲さんの限
定LIVE。奈良県では初めての公演です。三
阪さんの迫力のある歌声に、会場に詰め掛
けた学生らが手を振って応え、会場のボル
テージは最高潮に達しました。
　そして、虹色祭の最後を飾るのは恒例
の打ち上げ花火です。音楽に合わせて大
きな花火が夜空へ次 と々放たれ、グラウン
ドではレーザー光線のような色とりどりの
ライトが乱舞するさまに参加者から大きな
拍手が沸き起こりました。
　当日会場に来ることができない在学生
や一般の方々に向けては、奈良テレビのYouTubeチャンネルでステージイベン
トをライブ配信し、遠隔でも虹色祭をお楽しみいただきました。

　冬の風物詩でもあるキャンパスイルミネーション。今
年のテーマは『小さな幸せ』です。コロナ禍だからこそ、日
常の中にある小さな幸せに目を向け、それを一つひとつ
集めることで大きな幸せ（光）になるようにという思いを
込めて、イルミネーション推進委員会がデザインしまし
た。
　今年は、2010年以来、東生駒キャンパスにもイルミネーションが復活し、時
計台前のメタセコイヤの木が金色のクリスマスツリーを思わせるしつらえに。
ツリー下には青くきらめく植込みが広がります。17回目の開催となる学園前
キャンパスでは、16号館に続く渡り廊下や図書館前の通路、はとの広場前の
階段などに趣向を凝らした色とりどりのイルミネーションが施され、華やかな
光がキャンパスを照らしています。
　12月7日（学園前キャンパス）と13日（東生駒キャンパス）に、それぞれのキャ
ンパスで行われた点灯式では、蓮花学長とイルミネーション推進委員会の学
生が挨拶を行いました。その後、MCによるカウントダウンの合図とともに、一斉
に青や金色の発光ダイオード（LED）が灯され、キャンパスに幻想的な空間が
出現。学園会（学生会）から無料で配布された温かい缶ドリンクやスープで暖
まりながら、友人同士で記念撮影に興じていました。帰途に急ぐ学生も、しば
し足を止めて光が織りなす神秘的な景色に見入っていました。

大学祭実行委員会イルミネーション実行委員会

アイススケートサークル

点灯時間　17：00～20：00
点灯期間　2022年2月8日（火）まで

（学園前キャンパスは一般の方には
入構いただけません）

ノートの取り方、レポートの書き方、英語やSPIなどでわからないことがあれば
学習支援室へ。専門の教員が相談に乗ります。

学習支援室では、教職をめざす学部・学科の3年生を対象にした教員採用試験対策プログラムを実施しています。
筆記試験をはじめ、面接、実技など教員採用試験に対応したカリキュラムで、試験直前まで徹底的にサポートします。

【例えばこんなこと】
◆ノートの取り方、レポートの書き方、勉強の仕方
◆英語（TOEIC®、TOEFL®などの資格試験対策）、留学相談
◆SPI、時事問題、教職試験などの就職試験対策　など

「先生になる」という共通の目標を持
つ学生と切磋琢磨しながら合格をめ
ざせます。筆記、面接、実技など実際
の教員採用試験に対応したカリキュ
ラムを整えています。

学習支援室には、各種
SPI試験問題集のほか、
各都道府県別の採用試
験問題集、学習指導要
領や参考書もそろい、自
由に閲覧利用することが
できます。

高校の元校長など専門家の講師がき
め細かくレクチャー。専門分野に特化
した内容だけでなく、教員経験者だか
らこそ可能な指導で、教育現場が求
める力を育みます。

採用試験の対策講座を多数開講。3
年次からの週に1度の講義のほか、試
験直前には集中講義も。自治体の傾
向や、学生の習熟度に合わせてきめ
細かく指導します。

◆教職教養試験対策
◆面接指導（個人面接・集団面接）
◆集団討論
◆場面指導
◆模擬授業対策
◆小論文対策
◆各都道府県別受験対策　など

4月　　　 新入生対象Café「大学生のノートとは？」
6月　       新入生対象Café「レポートを書いてみよう」
8月〜9月　「SPI対策講座①」　割合・損益算・速さ・濃度
2月〜3月　「時事問題基礎講座」
　　　　　「SPI対策講座②」　順列・組合せ・確率・推論・集合

※学生生活や履修の相談、学科の専門分野に関する相談は、アドバイザー　　　
　制度やオフィスアワー制度を活用しましょう。

高校とは異なる大学での学び方にとまどいを覚える新入生や、SPI試験に苦
手意識を持つ学生に向けて、学習支援室では、各種の支援行事を実施するほ
か、2021年度はコロナ禍対応として、大学独自のeラーニングシステムTALES

（Tezukayama Active Learning Education Square）によるSPI対策講座な
ども行っています。

TALESによるオンデマンド配信講座。1テーマにつき15分〜20分とコンパクトに
まとめられているので、空き時間を利用してくり返し学べます。

（すべて2021年度実績）

レポートの書き方から
SPI や教職採用試験などの就職支援まで
幅広い学習の悩みに応える

「授業でわからないところがあるけれど、質問できなくて」

「レポートを書くときのコツを知りたい」

「就職試験用のSPI対策。何から始めていいのかわからない」

「教員をめざしているのだけど、一人では勉強しづらい」

学習支援室は、履修登録の方法やレポートの書き方から資格試験や

就職試験の対策まで、大学での学びに関して何でも相談できる場所。

常駐の教職員が、学生の学習をいろいろな形でサポートしています。

学習支援室

大学での学びに必須のアカデミックスキルを

教師塾 教員採用試験を合格まで強力にバックアップ

同じ目標の仲間と頑張れる 教員経験者がきめ細かく指導 試験の種類に応じた対策も万全

学生一人ひとりの学修環境に合わせたサポート

Close-up News

東生駒キャンパス 8号館1階（図書館1階）
学園前キャンパス 16号館6階

平日（月〜金）　9：00〜17：00
土・日・祝日　　休み

場　所 開室時間

教師塾での主な指導内容

3年生対象 TALESによるSPI対策基礎講座

内定先

文学部日本文化学科4年
才田 莉緒さん

中学生のころから教師になるのが夢だった私。オープンキャンパ
スで「教師塾」の存在を知り、他大学にはない取り組みに「これだ」
と直感。帝塚山大学への進学を決めました。教師塾で模擬授業か
ら個人面接まできめ細かく指導していただいたことが、教員採用
試験合格に結びつきました。

教師塾の積極利用で、教員採用試験に合格
大阪府教育委員会（高等学校・国語）

学園前
キャンパス

学園前
キャンパス

東生駒
キャンパス

注目のサークル

澤野 達哉さん
日本文化学科3年

模擬店ができなかったのは心残
りだけど、皆に楽しんでもらえ
たようで満足。フィナーレの花
火を見てようやく肩の荷が下り
た。大学祭運営を通じて、情報
共有やチームワークの大切さを
学べたように思います。

委員長からひとこと



「就職活動」は自分を見つめ、理解し、未来をイメージして将来の生き方を明確にしていく自分探しの旅でもあります。就職活動の主役
はもちろん学生本人ですが、保護者・ご家族は心の支えとなる重要な存在です。キャリアセンターでは学生が自らの意思で進路選択・
就職決定ができるよう多種多様なサポートプログラムを実施するとともに学生一人ひとりの希望やニーズを確認し、就職活動の進捗
状況に合わせてきめ細かい支援を行っています。また、コロナ禍の就職活動を支えるため、対面・オンラインとも対応できるサポート体
制を整えています。

キャリアセンターより

Te z u k a y a m a  C a r e e r     Suppo r t 就職支援の取り組み

Career  Repor t 内 定 者 速 報 CAREER NAVI BOOK

この冊子では、学生の就職活動を支
援するキャリアセンターの取組みや
ご家庭での就活サポートのポイント、
過去3年間の就職実績などを紹介し
ています。ご家庭で就職の話題が出
たときは、過去の価値観やイメージに
頼らず、人生のよき先輩として、相談
や悩みに耳を傾けてあげてください。
その一助に、本冊子をご活用いただ
ければ幸いです。『CAREER　NAVI　
BOOK』はキャリアセンターで配布し
ています。

保護者のための就職支援ガイド

文学部
日本文化学科 4年

溝端 彩乃さん

キャリアセンターを利用し始め
たのは3年生の秋ごろから。何
度も通って履歴書の書き方や
面接対策についてアドバイスを
頂きました。面接では文学を通
じて学んだことを仕事にどのよ
うに生かせるのかをアピール。
SPI対策に早めに取り組んだこ
とも勝因だったと思います。

ＳＰＩは早めの対策が肝心

一般社団法人
日本自動車連盟内定先

経済経営学部
経済経営学科 4年

村田 健悟さん

3年生から「自己開発ゼミナー
ル※１」に参加して、自己分析を
しっかりとできたことが役に立
ちました。資格講座を活用して
FP2級や販売士検定3級などを
取得。面接練習や履歴書添削
で丁寧に指導していただいた
ので、面接で緊張しがちだった
自分でも自信を持って就活に
臨むことができました。

自己開発ゼミナールで学んだ自己理解が力に

山崎製パン株式会社内定先

現代生活学部
居住空間デザイン学科 4年

冨田 彗晟さん

Ｂ制度※2を利用して、宅建やFP2
級の資格を早い段階で取得で
きたことが自信に。就活では、「こ
の会社でいいんだろうか」と気
持ちが揺らいだこともありました
が、キャリアセンターで面談を繰
り返したからこそ自分の目標が
はっきりと見えてきました。新卒
カードは一度だけ。皆さんも全
力で就活に取り組んでください。

内定先

難関資格を武器に情熱で押した就活

旭化成ホームズ株式会社 内定先

現代生活学部
食物栄養学科 4年

横山 ももさん

食物栄養学科は実習が多いの
で、ひと段落ついたのが3年生
の春休み。就活は3月からと遅
めでした。キャリアセンターは主
に面接練習で活用し、きめ細か
いアドバイスを頂きました。食
品業界にねらいを定めて幅広く
チャレンジし、実験・実習・課題
で時間のない中でしたが効率
的に就活を進められました。

忙しい中だからこそキャリアをフル活用

タマノイ酢株式会社
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東生駒キャンパスのキャリアセンターを拠点に、10月16
日、オンライン配信による「帝塚山大学インターンシップ
報告会」を開催しました。「インターンシップⅡ」授業にお
いて企業や官公庁などで就業体験を行った学生の代
表8名が、インターンシップで学んだこと、得られたことな
どについてプレゼンテーションを行い、受け入れ先の企
業10社の担当者から講評を受けました。投票で選ばれ
た最優秀プレゼンテーション学生には、奥村副学長か
ら表彰状が手渡されました。

※1 本学独自の「就職力」を養う講座 専門講師の指導により自己理解を深め採用試験に対応できる力を育む
※2 本学独自の資格取得を支援する制度である「特別資格サポート制度B制度」のこと　対象講座から年間最大5講座を5,000円で受講可能

本学学生の積極採用企業による、4年生対象個別企業
説明会を実施しました。9月から12月にかけて、優良懇意
企業70社（昨年度30社）に参加いただき、事業内容や入
社後の業務、求める人材などについて説明いただきまし
た。本説明会は毎年、帝塚山大学生のみに限定して実
施するもので、希望者は説明会参加後に筆記試験や面
接などの採用選考に進めるという内定への最短ルートで
す。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症への
配慮からオンラインと対面を組み合わせて実施しました。

後期開講と同時に、3年生対象のキャリアガイダンスや
就活準備のための各種セミナーがスタートしました。エ
ントリーシート対策や各種の面接対策など就職活動に
向けて、より実践的な内容を提供しています。11月以降
は就職ガイダンスと並行してさまざまな就活支援行事
が目白押しです。学園前キャンパスでは、例年より早い
11月から毎年恒例行事の『就活バイキング』もスタート
し、早い時期からの徹底サポートを行っています。

1年次から始まるキャリアプログラム。夢に向かって4年間の活動計画を立てよう！
対面・オンラインとも豊富なサポートプログラムを大いに活用しましょう。

● 授業に慣れる
● 友人をつくる
● クラブ・サークルに入る
● アルバイトを始める

● 趣味に勤しむ
● 旅に出かける、読みたい本を読む、
　 海、スノーボードetc
● 資格の勉強を始める

● ゼミで研究を進める
● 免許や資格を取得する
● 就職活動の下準備を進める
　 （ガイダンスに参加する、
　 学生生活の記録を整理するetc）

● 後輩を指導する
　 （クラブ、サークルetc）
● 就職活動を本格化させる
　 （説明会に参加する、採用選考へ応募する）

● 自動車免許を取る
● 資格を取得する
● 留学する
● 将来について考える
　 （仕事について調べる、話を聞きに行くetc）

● イベントの企画や参加
　 （学園祭、オープンキャンパスetc）
● アルバイトに慣れてきたら、
　 より積極的に仕事に関わってみよう
　 （店長への提案、新人教育何でもOK）

● 企業の採用試験を受ける
● 卒業論文を書く
● 入社までに必要な準備を進める
　 （パソコン、資格、語学etc）
● 卒業イベントを企画する、参加する

友達作りやクラブ・サークル活動
4年間をエンジョイする下地づくり。

ゼミに入って卒業論文に向けた準備。
自己分析や業界研究など就職活動も本格化。

アルバイトや車の運転免許取得など社会人
になっても役立つ経験とスキルを蓄えよう。

面接や採用試験の傍ら、卒業論文の作成。
うまくいけば後半は思い出作りに羽を伸ばせる。1年生 3年生2年生 4年生

※内定取得した学生は
　特に『後期履修科目』は
　余裕を持って登録しよう
　←留年すると内定も危険

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
4年生

１、２年生はガイダンスや行事が少ない分、自分で埋めていかなくてはなりません。
授業やクラブ、アルバイトに資格取得、ボランティア活動などいろいろなことに積極的に取り組みましょう！

就職ナビエントリー開始
各企業ごとの説明会・セミナー開始

採用試験 内定

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
内
の
就
職
行
事

3年生2年生1年生

教
員
・公
務
員

を
志
望
す
る
方
キ
ャ
リ
ア

関
連
授
業

教員採用試験・公務員試験公務員試験対策講座（基礎コース） 公務員試験対策講座（教養コース・大阪府警対策コース・教員採用コース）

教員・保育士・公務員採用試験対策講座

キャリアデザインⅠ
将来の自分を、少し考えてみよう

キャリアデザインⅡ
将来に向け、一歩づつ歩み始める

インターンシップⅠ
企業実習に行く前に覚えることetc

インターンシップⅡ
企業実習は発見がいっぱい

TF（帝塚山ファミリー）講座
卒業生からリアルな仕事や社会を学ぼう

TF（帝塚山ファミリー）講座
卒業生からリアルな仕事や社会を学ぼう

キャンパス内 個別企業選考会

4〜1月開催 学内個別説明会・選考会（対面・Web）

個人面談（初回面談は全員必須）

キャリアガイダンスキャリアガイダンス キャリアガイダンス2年生ガイダンス キャリアガイダンス第1回就職ガイダンス 学内合同企業説明会（Web）

目的別就職支援講座

就職力・自己開発ゼミナール

キャリアガイダンス食品業界研究講座

留学生対象
ガイダンス

クラブ所属学生
対象ガイダンス

進路登録
票提出

キャリアガイダンス一年生対象 出張ゼミ

夏休み有意義に
過ごす計画を立て、長い休みで

何かに全力になろう

筆記試験の対策学習
時間のある方は、3年生になる前に

ほんの少しでも始めよう

学内履歴書写真撮影会

Uターン就職ガイダンス

帝塚山大学
インターンシップ報告会を開催

帝塚山大学生限定の
個別会社説明会を開催

3年生（2019年度生）対象の
キャリアガイダンス

各種就活対策セミナーを実施

表紙

中面

4年間の就職活動スケジュール

※2021年度実施
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保 護 者 の 皆 さ ま へ
　私が勤める株式会社上組（以下、上組）は、神戸を中心に国内外に物流拠点を
展開する総合物流企業です。日本から世界、世界から日本へ、青果物から自動車、
鉄鋼など、ありとあらゆるモノを届ける、いわば輸出入の要となる事業を担っていま
す。私は、東南アジアから輸送されるゴマや香辛料などの食品原料を日本の工場に
届ける仕事を担当しており、香辛料についての知識ならスパイス香辛料ソムリエに
も負けない自信があります。スーパーなどで自分が担当している食品メーカーの商
品が置いてあるのを見ると、自分がどれだけ安全に配慮して原材料を扱っているの
かを、家族や友人につい熱弁してしまい、引かれ気味に対応されてしまうことも…。
こんなとき、すっかり上組の社員になったんだなと実感します。
　大学時代は硬式野球部のレギュラーで、1部リーグで神宮をめざして野球づけ
の日々を送っていました。勉強より野球の毎日だったのですが、1つのことを一生懸
命にやり遂げた経験は、仕事をする上で大事なことだと、入社してから上司に評価
してもらえたことはうれしかったです。ただ、社会人になって振り返ると、あの授業が
仕事に役に立ったのではと思うことも多いので、在学生の皆さんは、勉強とクラブ
活動を両立させて、めざす将来の実現に向けて充実した生活を送ってほしいと思
います。
　上組を志望したのは、本社が自宅の近くにあり、馴染みのある会社であることが
きっかけでしたが、入社してみて、グローバルに展開する事業の奥深さに魅せられ
ました。今後は、食品原料以外の貨物を扱って、より多くの顧客のビジネスを円滑
に進められるようサポートしていくのが目標です。

世
界
の
人
と
モ
ノ
を
つ
な
ぎ

　
　
顧
客
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト

個
性
や
性
格
を
見
極
め
て

　
　
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る

卒業生紹介

活動へのかかわり方に関しては、学生の実際の声を例に挙げて、保護者へのアド
バイスが送られました。その後は各学科に分かれ、教育方針や学生支援内容を
詳しく紹介。専任教員の紹介とともに、担当科目やプロジェクトを中心とした学科
の取組みについて、スライドを用いて丁寧に説明が加えられました。続く個別面談
では、学生の成績や就職、キャンパスライフに関する保護者からの相談に教員が
応じ、希望者には施設ツアーが行われました。参加された保護者のアンケートには

「現在の就職事情について知らないことが多いので勉強になった」「実際に先生
にお会いして話を聞けてよかった」「コロナ禍での授業に不安があったが、具体例
を見せてもらえて納得できた」など、対面での懇談会だからこそ得られる安心感
を強調されるコメントが多く書かれていました。
　学科説明と就職説明会については全イベントを録画し、ご参加いただけなかっ
た保護者の方 が々閲覧できるように配信しています。
　本学はこれからも、「学生への教育・支援がきめ細かい」大学を目指し、より充実
した教育活動を展開してまいります。

　本学では、学生の修学や大学の支援状況について保護者の皆様に理解をさら
に深めていただく機会として、教職員と直接懇談できる「保護者教育懇談会・就
職説明会」を毎年開催しています。10月17日、サーマルカメラによる検温のほか、
換気や座席配置に配慮して徹底したコロナ対策を講じ、令和3年度同懇談会・就
職説明会を東生駒キャンパスと学園前キャンパスで同時開催。コロナ禍で参加
人数を制限する中、218家庭から304名もの保護者にお越しいただきました。
　本学の「保護者教育懇談会・就職説明会」では、午前中はキャリアセンター主
催の就職説明会、昼食をはさんで午後からは学科ごとの教育懇談会を実施する
ことで、教育内容から就職活動に至るまで保護者が気になるポイントを一日で網
羅しています。冒頭の蓮花一己学長の挨拶は、昨年に続いて、東生駒キャンパス
から学園前キャンパスにリアルタイムで配信され、学園講堂のスクリーンには蓮
花学長の姿が大きく映し出されました。
　就職説明会では、今年の採用動向のほか、保護者世代とは大きく異なる昨今
の就職活動の進め方について詳しい解説がありました。特に、子どもたちの就職

　2021年8月、東生駒キャンパス体育館の床面全面を高弾性衝撃吸収床材
シートに張り替えました。この床材は、スポーツ施設やリハビリ施設に最適とさ
れ、ボール反発性に優れるほか、床転倒や衝突時の衝撃を吸収するので、足や
膝への負担を軽減することができます。
　これまでの板張りからペールブルーとオレンジの鮮やかな色のフロアに生ま
れ変わり、写真映えもバッチリ。折しも、関西大学バレーボール連盟女子1部秋
季リーグの最終戦は、11月6日にこの新しいコートで行われ、本学が神戸親和
女子大学を下してリーグ2連覇を決めました。冬には、バスケットゴールも刷新
されました。新しくなった体育館で、学生の活躍による熱いドラマをこれまで以
上に期待したいところです。

　帝塚山大学同窓会「わかみどり
会」から 1000 万円が寄付され、9月 
25日、目録と感謝状の贈呈が東生駒
キャンパスで行われました。同窓会
からは、昨年度も、コロナ禍による家
計の急変で困窮した在学生に対し
て2000万円の緊急支援金の寄付を
頂いています。目録・感謝状贈呈式では、同窓会の小川育子会長より奥村由美
子副学長に目録が手渡され、奥村副学長は小川会長に感謝状を贈りました。
　この寄付金により、これまでは東生駒キャンパスにしかなかったノートPCの
自動貸出・返却システムが、学園前キャンパスにも設置されることになり、IC学
生証やネットで利用予約ができるだけでなく、事務室対応時間外でもノートPC
が利用可能になりました。学内Wifiのアクセスポイントも増設し、ネット環境も
今まで以上に快適になりました。さらに、自前のスマホ、タブレットやノートPCか
らでもオンデマンドプリンターで印刷できるシステムも導入し、好きなときに好
きな場所で自習ができる環境がより充実することになりました。

2021年度 保護者教育懇談会・就職説明会を両キャンパスで開催

スピーディにタイムリーに世界中を結びつける

在学時の思い出

東生駒キャンパス体育館がリニューアル 帝塚山大学同窓会「わかみどり会」から
支援金の寄付　学修環境が一層充実

❶学園前キャンパス講堂では、東生駒キャンパスで挨拶
する蓮花一己学長の様子が同時配信された。❷奥村由
美子副学長の挨拶（学園前キャンパス）❸保護者の方々
の関心が高い「就職説明会」では、就職活動に臨む学生
への接し方についてレクチャーがあった。（東生駒キャン
パス）❹サーマルカメラで検温してから入場。万全のコ
ロナウイルス感染症対策を講じて実施。❺文学部のツ
アーでは、開催中の企画展示を案内した。❻学科別個
別面談の様子。学業から生活面まで保護者からの相談
に向き合った。

石田さんがレギュラーで活躍していた
ときの硬式野球部は1部リーグに所
属。入替戦を突破して1部リーグ復帰
を果たしてほしいと後輩たちにエール
を送る。

　奈良市の公立園で保育教育士として働き始めて4年。今年度から2歳児クラスの
担任を務めることになりました。子どもの成長を感じ取れたとき、保護者から信頼さ
れていると思えたとき、この仕事に就いてよかったと実感します。ただ、言葉の理解
がおぼつかない乳児期の子どもが相手なので、毎日が試行錯誤の連続です。特に、

「言葉かけ」は常に悩ましく、経験豊富な先輩の方法を参考にしつつ、月齢や性格
の違いを考慮しながら、一人ひとりに合わせた言葉の選択や声をかけるタイミング
を自分なりに工夫しています。今後は、支援を必要とする子どもへの対応力を磨い
ていくことが目標のひとつです。
　小学校教諭、幼稚園教諭、保育士の3資格が取れることに魅力を感じて、帝塚
山大学に進学しました。子どもの12年間の成長を見据えた保育計画を立てられる
のは3資格の勉強をしたからこそ。なりたいと思う教育者像をはっきりさせるために
も、在学生の皆さんにはぜひ3資格取得をめざしてもらいたいですね。また、帝塚山
大学では、子育て支援センターや、地域でのプロジェクトなど、実践的な学びの機
会が多いので、仕事に生かせる知識やスキルが自然に身につけられたように思いま
す。例えば、卒業論文で取り上げた育児担当制保育。乳児を見ることが多い今、そ
の知識が非常に役に立っています。
　勉強に課外活動にボランティアにと全力投球したので、大学生活の4年間は本当
にあっという間でした。採用試験にあたっては、学部の先生方や教職支援センター
の先生方に毎日のように実技や面接練習をご指導いただきました。先生方に支え
られて、今の私があります。在学生の皆さんも、心強い先生方を頼りに、いろいろな
ことにチャレンジしてみてください。

3資格の勉強を通じて、自分の将来像が明確に

在学時は執行委員会に所属し、新入生
歓迎会などのイベント運営を担当。司
会の大役も果たした。そこで培ったコ
ミュニケーション能力は今の仕事に大
いに生かせているという。

株式会社上組

奈良市立三笠保育園

石田 章吾さん

佐藤 裕菜（旧姓：竹内）さん

経営学部経営学科
（現:経済経営学部経済経営学科）2015年3月卒業

現代生活学部こども学科
（現:教育学部こども教育学科）2018年3月卒業

大阪支店

保育教育士 在学時の思い出

1

54

2

6

3
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と
外4

の
学
習
を
ど
こ
ま
で
厳
密
に
切
り
分
け
て

捉
え
て
い
る
の
か
、学
習
時
間
に
対
す
る
学
生
の

認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

は
関
係
な
く
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
自
主

的
に
学
習
す
る
」（
68・3
％
）が
上
位
に
挙
が
り

ま
し
た
図
１
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年
度
の
調
査
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と
比
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し
て
み
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と
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グ
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ク
や
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ッ
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で
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分
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言
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）な

ど
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値
が
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て
お
り
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に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
対
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に
よ
る

学
生
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
学
び
の
機
会
が
減
っ
た

こ
と
が
要
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と
し
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考
え
ら
れ
ま
す
。今
後
、感

染
予
防
対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
グ
ル
ー
プ

　

前
期
4

4

履
修
登
録
時
の
調
査
に
お
い
て
、「
大
学

の
授
業
に
普
段
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
」を
選
択
形
式
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
と
て
も
あ

て
は
ま
る
」「
ま
あ
あ
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
割

合
が
最
も
高
か
っ
た
項
目
は
、「
授
業
で
わ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
、自
分
で
調
べ
る
」（
82
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％
）

で
、次
い
で「
授
業
で
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
自
主
的
に
学
習
す
る
」（
71・6
％
）、「
授
業
と

　

後
期

4
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修
登
録
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調
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お
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授

業
開
講
期
間
中
１
週
間
あ
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り

4

4

4

4

4

4

の
授
業
時
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の
学
習
時
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尋
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こ
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で
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調
査
と
比
べ
て
3.4
％
増
加

し
ま
し
た
。一
方
、「
０
時
間
」と
回
答
し
た
学

生
は
12
・
7
％
で
昨
年
度
よ
り
も
1.8
％
減
少
し

ま
し
た
図
２
。学
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時
間
に
つ
い
て
は
全
国

的
に
少
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
、本
学
で
も
同
様

に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
遠
隔
授
業
が
導
入
さ
れ
た
昨
年
度
の
調

査
か
ら
学
習
時
間
の
伸
び
が
顕
著
に
表
れ
て
お

り
、大
き
く
改
善
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。こ
の

結
果
は
、先
述
の「
授
業
へ
の
取
組
姿
勢・態
度
」

図
１
と
も
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、自
主
的

に
学
ぶ
学
生
の
増
加
が
授
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ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
好
き
な
時
間
に
受
講
で
き
る
た
め
、学

生
の
実
態
を
把
握
す
る
に
あ
た
り
、授
業
時
間
内4

　

後
期
4

4

履
修
登
録
時
の
調
査
に
お
い
て
、「
こ

れ
ま
で
身
に
つ
い
た
と
思
う
力
や
知
識
」を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
主
体
性
」（
45
・
5
％
）の
割
合

が
最
も
高
く
、次
い
で「
実
行
力
」（
33
・
8
％
）、

「
傾
聴
力
」（
31
・
1
％
）の
順
と
な
り
ま
し
た

図
３
。一
方
、下
位
３
項
目
は
、「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
」（
4.0
％
）、「
外
国
語
」（
5.0
％
）、「
社
会

人
と
し
て
の
自
立
」（
11
・
4
％
）で
、今
年
度
調

査
よ
り
新
た
に
追
加
し
た
２
項
目
が
い
ず
れ
も

下
位
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
」に
つ
い
て
は
、本
学
で
は
2
0
2
1

年
４
月
よ
り
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
全
学

的
な
展
開
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
、今
後
の
伸
び

を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。全
体
的
に
昨
年
度

の
調
査
か
ら
数
値
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
す
が
、こ

の
調
査
は
あ
く
ま
で
学
生
の
主
観
に
基
づ
く
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
力
・
知
識
が
実
際
に
ど
の
程
度

　

後
期
4

4

履
修
登
録
時
の
調
査
に
お
い
て
、「
帝

塚
山
大
学
に
満
足
し
て
い
る
か
」を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
満
足
し
て
い
る
」「
ま
あ
満
足
し
て
い

る
」と
回
答
し
た
割
合
の
合
計
は
８
割
弱
で
昨

年
度
よ
り
上
昇
し
ま
し
た
図
４
。コ
ロ
ナ
禍

も
２
年
目
に
入
り
、遠
隔
授
業
等
、当
初
は
試

行
錯
誤
だ
っ
た「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
」に
対
応
し

た
教
育
や
学
生
支
援
も
、少
し
ず
つ
経
験
・
知

見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。学
生
の
満
足
度

向
上
は
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
改
善
効
果
が

表
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、全
て
の
設
問
を
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
回
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
、今
後
、大
学
と
し
て
さ
ら
な
る

ワ
ー
ク
な
ど
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
、課
題
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。一
方
で
、先

述
の「
授
業
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、自
分
で

調
べ
る
」こ
と
の
ほ
か
、「
自
分
の
意
思
で
継
続
的

に
学
習
す
る
」（
66・3
％
）、「
授
業
の
復
習
を
す

る
」（
58・4
％
）項
目
は
数
値
が
伸
び
て
お
り
、自

主
的
に
学
ぶ
意
欲
を
示
す
学
生
が
、コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
る
前
か
ら
年
々
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
、感
染
症
の
拡
大
防
止
と
学
生

の
学
習
機
会
の
確
保
の
両
立
に
努
め
、学
生
の

主
体
的
・
能
動
的
な
学
習
を
支
援
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。た
と
え

ば
、先
述
の
本
学
独
自
の
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

「
T
A
L
E
S
」は
、授
業
の
映
像
・
音
声
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
型

（※2）
に
よ
る
配
信
も
可
能
と
し
て
お

り
、学
生
が
授
業
の
予
習・復
習
を
す
る
際
に
も

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、施
設
面
で
は
、図

書
館
や
P
C
自
習
室
な
ど
に
対
す
る
学
生
の
満

足
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
比
較
的
高
く
、学
生
が
気

軽
に
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
自
主
学
習
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
・

充
実
も
ま
た
、学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
後
押
し
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。今
後
も
、学
生
の
安
心・

安
全
に
配
慮
し
、同
時
に
質
の
高
い
学
び
を
提
供

で
き
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
学
習
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

帝
塚
山
大
学
で
は
、入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
大
学
生
活
４
年
間
を
通
し
て
、学
生
を
対
象
と
し
た
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、そ

の
結
果
を
教
育
活
動
・
学
生
支
援
の
改
善
に
生
か
す
べ
く
Ｉ
Ｒ
（※１）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
学
習
行
動
調
査
」

で
は
、在
学
生
を
対
象
に
、毎
年
度
、前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
の
履
修
登
録
期
間
中
、学
習
経
験
や
学
習
時
間
、学
習
意
欲
、大
学
の
学
び
で
身
に
つ

い
た
力
・
知
識
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、こ
の「
学
習
行
動
調
査
」の
結
果
を
分
析
し
、導
き
出
さ
れ
た
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
で
、今

後
の
本
学
の
教
育
内
容
・
方
法
や
学
生
支
援
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

学
習
行
動
調
査

学
習
行
動
調
査
か
ら
み
る

か
ら
み
る
帝
塚
山
大
学
生

帝
塚
山
大
学
生

自
主
的
に
学
ぶ
意
欲
を
示
す

学
生
の
割
合
高
く

図図 11 授業への取組姿勢・態度（複数選択可）

図図 33 これまで身についたと思う「力」や「知識」（複数選択可）

図図 22 授業開講期間中の１週間あたり
4 4 4 4 4 4

の授業時間外
4

の
学習時間（ひとつ選択）

▲�2021年度から全学部全学科の学生がデータサイエンス
の基礎を学べるようになった ▲図書館（学園前）の閲覧室。コロナ対策のパーティションを学習スペースに設けている

2021年度学習行動調査実施概要
●調査期間　前期：2021年3月24日〜4月14日　
　　　　　　後期：2021年8月24日〜10月1日
●対象　　　前期：新2年生以上の在学生　
　　　　　　後期：在学生全員
●調査方法　webによる各期の授業科目の
　履修登録画面にアンケート設問が自動表示され、
　その場で入力
●回答者数・率　
　前期：2,722名（男子1,437名・女子1,285名）、97.8％　
　後期：3,391名（男子1,716名・女子1,675名）、93.6％
※IRレポートには含まれていませんが、
　学習行動調査は大学院生にも実施しています。
※前期と後期では設問が異なります。
※調査結果の比率は小数点以下第2位を
　四捨五入して算出しているため、
　内訳の計と合計が一致しない場合があります。
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19.3%
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外国語
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2021
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2019

34.7% 50.8% 14.5%

6時間以上 1～5時間 0時間

遠
隔
授
業
の
導
入
で
伸
び
る

授
業
時
間「
外
」の
学
習
時
間

コ
ロ
ナ
禍
１
年
目
と
２
年
目
、

変
わ
る
学
生
の
成
長
実
感

昨
年
度
よ
り
上
昇
し
た

帝
塚
山
大
学
への
満
足
度

※％は「とてもあてはまる　まああてはまる」の計

後期「
4 4

学習行動調査」

後期「
4 4

学習行動調査」

IRとはInstitutional Research
（インスティチューショナル・リサーチ）
の略称で、大学の教育・研究などに関
する情報の収集・分析を通して、大学
の経営に関する意思決定や、教育の
改善のための計画策定などの支援を
行うことを指します。

オンデマンド型とは、学生が自分の好
きな時にインターネットにアクセスし
て授業の映像・音声を再生できる授
業形態のこと

※１

※2

身
に
つ
い
た
か
は
、複
数
の
測
定
指
標
を
用
い
て

多
面
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ

前
の
2
0
1
9
年
度
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る

と
概
ね
数
値
は
向
上
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
１
年

目
と
な
る
２
０
２
０
年
度
調
査
の
大
幅
な
数
値

の
伸
び
か
ら
は
、突
如
と
し
て
出
現
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
学
生
に
与
え
た
心
理

的
影
響
の
大
き
さ
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

検
証
を
重
ね
、学
生
の
満
足
度
向
上
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
教
育
・
学
生
支
援
の
改
善
・
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、１０
月
に
開
催
し
ま

し
た
保
護
者
教
育
懇
談
会
・
就
職
説
明
会
に
お

き
ま
し
て
、参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図図 44 帝塚山大学への満足度（ひとつ選択）
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22.4% 54.4% 17.3%

23.4% 51.7% 18.4%

0 20 40 60 80 100

2021

2020

2019

15.7% 54.1% 24.1%

満足している まあ満足している

あまり満足していない まったく満足していない

後期
4 4

「学習行動調査」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
社

会
の
隅
々
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
が
、大
学
教

育
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
学
生
の
学
習

環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。本
学
で
は
、

対
面
に
よ
る
学
び
を
重
視
し
つ
つ
、学
生
の
安

心
・
安
全
に
配
慮
し
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
機
能
を

搭
載
し
た
本
学
独
自
の
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

「
T
A
L
E
S（
T
e
z
u
k
a
y
a
m
a 

A
c
t
i
v
e 

L
e
a
r
n
i
n
g 

E
d
u
c
a
t
i
o
n 

S
q
u
a
r
e
）」を

活
用
し
て
、昨
年
度
よ
り
遠
隔
と
対
面
を
組
み

合
わ
せ
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」の
授
業
を
適
宜

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
分
析
結
果
を
報
告
し
ま
す
学
習
行

動
調
査
は
、前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
の
履
修

登
録
期
間
中
に
実
施
し
て
お
り
、学
生
は
前

の
学
期
の
学
習
行
動
を
振
り
返
る
形
で
回

答
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て

前
提
と
な
る
学
生
の
学
習
環
境
が
調
査
時

期
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め

〈注〉

、

単
純
に
過
去
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の
３
年
間
に
お
け

る
学
生
の
学
習
行
動
の
変
化
を
数
字
で
読

み
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

授業でわからなかった
ことは自分で調べる

2021

2020

2019

82.4%

授業で興味を
もったことについて
自主的に学習する

授業とは関係なく興味を
もったことについて
自主的に学習する

自分の意思で
継続的に学習する

グループワークや
ディスカッションで
自分の意見を言う

授業の復習をする

授業でわからなかった
ことは先生に質問する

授業の予習をする

71.6%

68.3%

66.3%

62.5%

58.4%

54.6%

47.0%

100 20 30 40 50 60 70 80 90

前期
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「学習行動調査」

I R  R E P O R T
〈
注
〉

前
期
調
査 

図
１ 

2
0
2
1
年
、後
期
調
査 

図
２  

図
３

 

図
４ 

2
0
2
0
年
、2
0
1
9
年
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
る



久
留
春
年
筆
　
鳥
毛
立
女
屏
風
模
写
下
絵

文
学
部
　
日
本
文
化
学
科
　
教
授
　
杉
﨑 

貴
英

　

正
倉
院
宝
物
の
鳥
毛
立
女
屏
風（
全
六

扇
）の
う
ち
第
三
扇
を
、ほ
ぼ
原
寸
大
に
模

写
し
た
も
の
。本
画
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ

た
下
絵
で
、墨
線
の一部
に
は
修
正
し
た
跡

　
日
本
の
代
表
的
な
古
典
芸
能
の一つ
に
能

が
あ
り
ま
す
。シ
テ
方
五
流
の
所
演
曲
目

を
延
べ
に
し
て
約
二
四
〇
曲
が
現
在
も
演

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
作
品
の
大

半
は
室
町
時
代
後
半
ま
で
に
作
ら
れ
た
約

八
〇
〇
の
作
品
が
淘
汰
さ
れ
る
中
で
、途

絶
え
ず
に
演
じ
継
が
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、近
世
以
降
に
な
っ
て
も
、有
名

無
名
の
人
々
に
よ
り
多
く
の
作
品
が
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
能
と
し
て
の
上

演
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、謡
曲
と

し
て
う
た
う
た
め
の
も
の
で
し
た
が
、前
代

に
倍
す
る
規
模
の
作
品
が
作
ら
れ
た
こ
と

が
、名
寄
等
の
資
料
か
ら
知
ら
れ
ま
す
。そ

の
中
に
、本
学
が
立
地
す
る
生
駒
を
素
材

と
し
た
そ
の
名
も「
生
駒
山
」と
い
う
作
品

も
あ
り
ま
す
。こ
の

図
版
で
は
視
認
で
き

ま
せ
ん
が
、細
く
薄

い
朱
線
の
方
眼
や
、

ラ
フ
な
鉛
筆
の
線
が

画
面
全
体
に
み
ら
れ

ま
す
。か
つ
て
正
倉

院
宝
物
の
公
開
は
稀

で
し
た
か
ら
、小
さ

な
写
真
に
引
い
た
方

眼
を
頼
り
に
、鉛
筆

で
あ
た
り
を
つ
け
つ

つ
拡
大
し
て
模
写
を
進
め
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
近
鉄
奈
良
駅
近
く
に
住
ん
で
い

た
久
留（
一八
八一？
～一
九
三
六
）は
、い
ま

や
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
す
。奈
良
美
術
院

が
あ
り
ま
し
た
。慶
長・元
和
頃
の

名
寄
に
散
見
さ
れ
、近
世
の
早
期

に
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
作

品
で
す
が
、残
念
な
こ
と
に
本
文

を
記
し
た
謡
本
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。近
世
戯
作
の一つ

と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、未
だ
内
容

を
知
る
手
掛
か
り
も
得
ら
れ
ず
、

生
駒
に
ま
つ
わ
る
神
武
天
皇
や
役

行
者
の
伝
承
、は
た
ま
た
山
麓
に

位
置
す
る
往
馬
大
社
の
祭
神
伊

古
麻
都
比
古
神
を
扱
っ
た
も
の
か

と
、種
々
幻
想
を
膨
ら
ま
せ
つ
つ
、

新
た
な
資
料
の
出
現
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

に
よ
る
仏
像
修
理
事
業
に
画
工
と
し
て
従

事
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、斑
鳩
の
法
輪
寺

の
薬
師
如
来
像・虚
空
蔵
菩
薩
像
の
光
背

文
様
は
久
留
の
筆
に
か
か
り
ま
す
。そ
う

し
た
経
験
も
通
じ
古
代
美
術
へ
の
造
詣
を

深
め
た
久
留
は
、絵
画
制
作
に
と
ど
ま
ら

な
い
文
化
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
三
年
に
朝
日
新
聞
社
が
開
催
し
た

「
天
平
文
化
大
展
覧
会
」に
、久
留
が
模

写
し
た
鳥
毛
立
女
屏
風
が
展
示
さ
れ
た
こ

と
が
当
時
の
目
録
と
写
真
か
ら
知
ら
れ
ま

す
。こ
の
下
絵
は
そ
れ
と
は
別
の
本
画
の
制

作
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、模

写
に
巧
み
だ
っ
た
と
い
う
久
留
を
し
の
ば
せ

る一点
で
す
。

奈良学への招待 所蔵品紹介

文
学
部
　
日
本
文
化
学
科
　
講
師
　
惠
阪 

悟

謡
曲「
生
駒
山
」幻
想

執 筆 図 書 一 覧 本学教員の著作は、教育研究活動成果の公開を目的として、東生駒キャンパス図書館本館と学園前キャンパス図書館分館の
「業績図書」コーナーに配架されています。
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▲【写真】�鳥毛立女屏風模写下絵

▲【写真】�貞享四年刊『能之訓蒙図彙』。
　上段右から五曲目に「伊狛山（生駒山）�大和」とある。

教員名 所属／役職 分類 書籍名 出版社 発行年月 価格

木村 祐子 現代生活学部食物栄養学科／准教授 分担執筆 応用栄養学（Visual栄養学テキスト） 中山書店 2020年4月 2,700円+税

森泉 慎吾 心理学部心理学科／講師 共著 産業・組織心理学tomorrow 八千代出版 2020年12月 2,700円+税

石田 慎二 教育学部こども教育学科／教授 分担執筆 家庭養護のしくみと権利擁護（シリーズみんなで育てる家庭養護 1） 明石書店 2021年6月 2,600円+税

川口 洋 文学部日本文化学科／教授

分担執筆 社会経済史学事典 丸善出版 2021年6月 22,000円+税

分担執筆 自然災害と人口（人口学ライブラリー 20） 原書房 2021年8月 3,200円+税

西村 真実 教育学部こども教育学科／准教授 単著 育児担当制による乳児保育 実践編: 一人ひとりへの生活・発達・遊びの援助 中央法規出版 2021年8月 2,200円+税

藤原 永年 現代生活学部食物栄養学科／教授 共著 ゼロからわかる栄養系微生物学 南江堂 2021年9月 2,800円+税

赤田 光男 名誉教授 分担執筆 新陰陽道叢書 第四巻 民俗・説話 名著出版 2021年10月 9,000円+税

谷 美奈 全学教育開発センター／准教授 分担執筆 コロナ禍で学生はどう学んでいたのか : 質的研究によって明らかになった実態 ジアース教育新社 2021年10月 1,800円+税

平山 篤子 名誉教授 分担執筆
Christianity and Violence in the Middle Ages and Early Modern
Period: Perspectives from Europe and Japan

De Gruyter Oldenbourg 2021年3月
91.99ドル 

（外貨定価）

（発行年月順）

高齢ドライバーの安心・安全なカーライフのために
意欲的な研究課題2件が民間助成金に採択

城
陽
市・井
手
町
の
寺
社
文
化
財
調
査文

学
部
日
本
文
化
学
科
　
教
授 

杉
﨑
貴
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師 

戸
花
亜
利
州

学長 蓮花一己
心理学部心理学科 講師 森泉慎吾

　2021年9月15日に発表された総務省統計によ
ると、日本における65歳以上の高齢者人口は
3，640万人、総人口に占める割合は29.1%に及
び、過去最高を記録しました。未曽有の超高齢社
会を迎え、高齢者の免許保有率も急速に上昇し、
高齢ドライバーの事故防止は近年大きな社会的
課題になりつつあります。そのような社会的課題に
果敢に取り組む研究課題2件が、この度民間の助
成金に採択されました。
　公益財団法人日本生命財団の「高齢社会　実
践的課題研究助成」に採択されたのは、蓮花一己
学長が研究代表を務める「高齢ドライバーの身体
機能及び運転行動改善のための介入研究」。生
理的老化の一つとされる「身体的フレイル（虚弱
性）」に焦点を当て、高齢者ドライバーの「身体的フ
レイル（※）」が運転行動に及ぼす影響とメカニズ
ムを検証し、その身体能力や運動能力の維持・改
善に効果のある教育訓練プログラム（介入方法）
を確立するというものです。
　法定高齢者講習に参加する70歳以上でかつ第
3分類（認知機能が低下しているおそれがない人）
を対象に、実車走行や質問紙などで身体機能と運
転パフォーマンスの関連を調査。運転行動に必要
とされる身体機能のメカニズムを推定し、身体的フ

レイルの類型と程度を調べます。
　その後、フレイルの類型ごとに、自宅で実施でき
る「運転改善リハビリテーションプログラム」や運
転行動改善のための教育訓練プログラムを開発
します。高齢者の身体機能と運転行動の低下を
早期診断する評価手法を確立し、有効なリハビリ
テーションや教育プログラムの提供により、高齢ド
ライバーによる事故を抑制し、高齢者の健康運転
寿命を延ばすことをめざします。
　三井住友海上福祉財団の研究助成に、「高齢
者の運転支援システム利用に影響する要因に関
する研究」の研究テーマで採択されたのは、心理
学部の森泉慎吾講師。高齢者が自身の運転技能
を「高く見積もる」傾向にあることは、これまで数多
くの交通心理学の研究にて知られていましたが、
本研究では特に、このような自身の運転技能を過
信する高齢ドライバーにおける運転支援システム
の利用傾向を明らかにします。
　70歳以上の高齢ドライバーを対象として、教習
所内を実際に走行してもらい、ドライバー自身によ
る運転技能の評価（主観評価）と、同乗する指導
員による評価（客観評価）とのズレから「過信傾
向」を数値化。その後、運転支援システムを搭載し
た車を走行し、システムを体験・使用することで、実

際にシステムをどの程度自主的に利用したいと思
うかを評価します。
　本研究により、高齢者自身の運転技能に対する
正しい評価を知り、過信の傾向が矯正されること
で、運転支援システムの利用といった安全運転へ
とつながる可能性が期待できます。また、今後新設
される安全運転サポート車（サポカー）限定の免
許への切り替えにおいても、その時期を判断する
ための指針となる可能性があります。
　いずれの研究も、高齢ドライバーにかかわる諸
問題の解決の一助となるとともに、超高齢社会に
おける高齢者のQOL（Quality of Life）にも結
びつく内容として研究成果の実装が期待されてい
ます。

【上右】秋季特別展で展示品
を解説する杉﨑教授【上左】
3D計測画像の前で説明する
戸花講師。【中】3Ｄ計測調査
の様子【下】左から順に平川
廃寺塑像鼻(城陽市教育委
員会蔵)、平川廃寺3D計測
画像(計測アコード)、平川廃
寺塑像3D計測画像

※この研究課題で扱う「身体的フレイル」とは、病的老化のひと
つである認知症などのように認知機能の低下を伴わず、加齢
に伴い身体能力や運動能力が低下している状態を指す。

　
本
学
は
数
年
前
か
ら
、城
陽
市・井
手
町
を
主
な
対
象
と

す
る
寺
社
文
化
財
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。文
学
部
の
杉

﨑
貴
英 

教
授（
仏
教
美
術
、仏
像
）は
10
年
来
、南
山
城
地

域
に
伝
わ
る
遺
品
を
対
象
に
個
別
研
究
を
進
め
、戸
花
亜

利
州 

講
師（
仏
教
美
術
、彫
刻
史
）は
城
陽
市
歴
史
民
俗

資
料
館
で
の
企
画
展
示
な
ど
を
担
当
し
、両
名
は
現
在
も

同
館
お
よ
び
井
手
町
教
育
委
員
会
と
の
相
互
協
力
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
一昨
年
秋
に
は
、共
同
調
査
の
実
績
を
も
と
に
帝
塚
山
大

学
博
物
館
で
第
34
回
特
別
展
示「
木
津
川
を
め
ぐ
る
神
と
仏

～
井
手・城
陽
の
調
査
か
ら
～
」を
開
催
し
、こ
の
展
示
が
契

機
と
な
っ
て
城
陽
市
旦
椋
神
社
の
大
将
軍
神
像
と
井
手
町

西
福
寺
の
不
動
明
王
坐
像
が
新
た
に
京
都
府
暫
定
登
録
文

化
財
に
加
わ
る
と
い
う

成
果
も
あ
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年
10
月

30
日
～
12
月
19
日
に

か
け
て
城
陽
市
歴
史

民
俗
資
料
館 

特
別
展

示
室（
城
陽
市
寺
田
今

堀
）で
開
催
さ
れ
た
、令

和
3
年
度
秋
季
特
別

展「
神
の
す
が
た・仏
の

か
た
ち
～
城
陽
・
井
手

を
中
心
に
～
」で
は
、こ

れ
ま
で
公
開
し
て
き
た
文
化
財
に
、城
陽
市
歴
史
民
俗
博
物

館
と
本
学
が
新
た
に
実
施
し
た
調
査
内
容
を
加
え
て
展
示

さ
れ
ま
し
た
。同
展
で
は
西
福
寺
木
造
聖
観
音
立
像（
西
福

寺
所
蔵
／
井
手
町
井
手
）、木
造
女
神
立
像（
極
楽
寺
所
蔵
／

城
陽
市
富
野
南
垣
内
）を
は
じ
め
と
す
る
寺
外
初
公
開
の
文

化
財
も
出
陳
さ
れ
、内
外
の
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
注
目
を
浴
び
た
の
は
、戸
花
亜
利
州
講
師
に
よ

る
城
陽
市
の
国
史
跡「
平
川
廃
寺
」（
城
陽
市
平
川
古
宮
）

出
土
の
塑
像
片
の
調
査
で
す
。平
川
廃
寺
は
7
世
紀
後
半
に

創
建
さ
れ
、8
世
紀
に
伽
藍
が
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
国
指

定
の
史
跡
。そ
こ
か
ら
は
約
1
5
0
の
塑
像
片
が
出
土
し
、

菩
薩
像
の一部
と
見
ら
れ
る
髪
や
衣
や
装
身
具
な
ど
の
断
片

は
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、如
来
の
痕
跡
を
示
す
断
片
は
見

つ
か
って
い
ま
せ
ん
。戸
花
講
師
が
鼻
や
足
の
指
と
思
わ
れ
る

6
片
の
破
片
を
3
Ｄ
計
測
し
、2
0
0
以
上
の
仏
像
リ
ス
ト

と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、奈
良
の
薬
師
寺
金
堂
の
月
光

菩
薩
像（
像
高
3
.
1
5
m
）と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
月
光
菩
薩
像
の
3
D
デ
ー
タ
と
パ
ー
ツ
ご
と

に
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、多
少
の
誤
差
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ

同
じ
大
き
さ
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。　

　
「
平
川
廃
寺
に
あ
っ
た
本
尊
は
非
常
に
大
き
な
菩
薩
像
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
」と
指
摘
す
る
戸
花
講
師
。

　

本
調
査
は
、７
世
紀
後
半
か
ら
８
世
紀
に
か
け
て
の
古
代

寺
院
の
実
像
の一端
を
明
ら
か
に
し
、当
時
の
信
仰
の
形
の
解

明
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

本 学 教 員 の 執 筆 図 書 紹 介

紹
究
介

研
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東生駒キャンパスの豊かな自然をめぐる　学長エッセイをきっかけに令和3年度前期「教職員教育功績表彰」　
居住空間デザイン学科　金谷正和 教授

若い人にもっと奈良県産の柿を！ 　食物栄養学科でマーケティング調査
SNS映えするスイーツを開発して「なら和み館」で限定販売

令和3年9月卒業式を挙行

日
本
文
化
学
科
の
学
生
が
外
国
人
留
学
生
と
交
流

日
本
語
指
導
力
を
身
に
つ
け
る

生
駒
市
か
ら
本
学
に
感
謝
状
贈
呈

日
本
文
化
学
科
の
戸
花
亜
利
州
講
師
が

守
口
市
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰

　東生駒キャンパスに植栽されている樹木はその種類が200を超え、植物園とし
て通用するほどの豊かさを誇ります。春には満開のサクラ並木が、秋には金色の
イチョウ並木が四季折々の風景を彩ります。
　かつて大阪市立大学理学部附属植物園（現：大阪市立大学附属植物園　大
阪府交野市私市）で植物園長を務められた故高田英夫学園長（1982年〜85年／
大阪市立大学名誉教授・帝塚山短期大学名誉教授）が結ばれた縁で、経済学
部創設（1987年）前後から同植物園よりハナミズキやセコイアなど約100種の
1000本を超える樹木の寄贈を受け、開学当時（1964年）からの植物と合わせて
キャンパスの植栽が整備されました。また、樹木に植物名と属名が記された黒い
名札が取りつけられているのも高田学園長の発案によるもの。
－大学で歩きながら思索にふけり、ふと立ち止まったときに目にした樹の名を
知る。樹の名は忘れたとしても、大学を回想したとき、そんな思索の深みを忘れ
ないでほしい－そんな思いから名札をつけたのだと帝塚山学園新聞第236号

（1999.6.17）で語られています。
　今年度大学HPで連載が始まった「学長エッセイ」で、蓮花一己学長がキャンパ

スの樹木をテーマに
したことに端を発し、
大阪市立大学附属
植物園に勤務されて
いる同大学大学院
理学研究科生物地
球系専攻 准教授の
厚井聡先生と植物
園の職員の方々に東

　9月25日、東生駒

キャンパスで教職

員教育功績表彰

の授与式を行いま

した。

　「教職員教育功

績表彰」とは、本学

の教職員の意欲

向上と教育の質の

向上や教育実践活動の活性化を目的に、本学の教育実践に顕著な成果をあ

げた教職員を表彰する制度。今回、表彰の対象となったのは、現代生活学部

居住空間デザイン学科の金谷 正和 教授です。

　金谷教授は、居住空間デザイン学科の基幹教育でもある基礎デザイン分

野において、学生全体の基礎的能力の向上に寄与し、ゼミナールで直接指導

した学生の卒業制作作品が著名なコンペティションで入選するなどの成果を

挙げたことなどが評価されました。

　本学では今後もこのように教職員への顕彰を続け、意識を向上させること

で、より高い教育を実践してくよう努めます。

　9月24日、令和3年度帝塚山大学9月卒業式が東生駒キャンパス「まほろば」

で執り行われ、5学部26名が学び舎から巣立ちました。

　蓮花一己学長は卒業生一人ひとりに卒業証書と学位記を授与し、続く式辞

で今般のコロナ禍でのキャンパスライフについて触れ、「コロナ禍だからこそ、

人と人とのつながりを作り出す対面でのコミュニケーションも大切」と話し、対

面とオンラインの双方の良さを理解し適切に使いこなせる社会人になってほし

いと、卒業生にはなむけの言葉を贈りました。

　コロナ禍ということで限られた時間ではありましたが、会場では、教職員と

ともに記念写真を撮る卒業生の姿が各所で見られました。

　現代生活学部食物栄養学科の藤村太一郎教授（食

品科学）のゼミ生5人によるレシピをもとにした柿のス

イーツを、10月2日〜31日にかけて、なら和み館（奈良県

奈良市高畑町）の「Restaurant＆Cafe あをがき」で限

定販売しました。

　学生は奈良の農産品を使用した土産物の調査や企

画などの活動を通じて、奈良県の特産品でもある柿が

収穫量の3分の1も廃棄されているという事実に着目。

同時に、柿の消費量が年々減少傾向にあることや、若

者の好きな果物ランキングに「柿」が入ってこないこと

など、若者の柿離れが消費量減少の原因の一つである

ことに関心を向けました。

　学内で柿の嗜好調査を実施したところ、やはりここで

も若者の柿離れを裏付ける結果に。そこで「若者受け

する柿のメニューを作ろう！」と学生が新たに考案した

のが「柿のみたらし団子」と「柿のパンナコッタ」です。な

ら和み館とのコラボが実現し、スペシャルプレートとし

て販売する運びになりました。

　使用する柿はすべて奈良県産にこだわり、店舗では、

秋の味覚が満載の「ミニパフェと5種類のスイーツ盛り

（税込み1000円）」として販売。当初10月だけの限定販

売の予定でしたが、柿スイーツの好評を受けて、別メ

ニューのプレートとして11月まで販売が延長されること

になりました。

生駒キャンパスまでお越しいただ
き、キャンパス内の植物に関して
いろいろと伺いました。当日は、蓮
花学長が先導して時計台前のレ
イランドヒノキやメタセコイアを起
点にキャンパスを一巡し、厚井先
生より寄贈いただいた『大阪市立
大学理学部附属植物園　森の植
物ガイドブック』を手に、気になる
植物について一つひとつ解説を
受けました。厚井先生は「キャンパ
スにこれほどの植物がそろう大学
はなかなかないと思う」と話され、
東生駒キャンパスの植物の豊か
さに驚かれた様子でした。専門家
を持ってしても一見では判別がつ
かない植物種もあり、葉のサンプルを持ち帰って調べてみると仰っていました。蓮
花学長は「名札のない植物の名前が厚井先生と植物園の方のおかげで判明し
てすっきりした」と笑顔で話し、「コロナ明けには、学生と名札をつける活動を始
めたい」と意欲を語りました。
　学生の皆さんも、勉強の合間にキャンパスを散策し、四季で表情を変えるさま
ざまな樹木の姿に目を止めてみてください。

▲高さ26ｍに及ぶセコイアの前で記念撮影。このセコイアは経済学部開設時（1987年）に
　植えられた。

◀奥左から3つ目が「柿のみたらし団子」。手前の右端が「柿のパンナコッタ」期間中は、「帝塚山大学」を合言葉に「しかクッキー」をプレ
　ゼントするキャンペーンも実施した。アンケートにも回答してもらい、奈良の農産品の活用企画の基礎データとする予定。

▶
弓
道
や
茶
道
の
ほ
か
に
華
道
、合

気
道
な
ど
も
体
験
。

初
め
て
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
た

と
い
う
外
国
人
留
学
生
が
ほ
ど
ん
ど

で
、企
画
者
の
ア
ブ
ド
ル
さ
ん（
写
真

中
央
）や
日
本
人
学
生
が
説
明
す
る

内
容
を
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。

▲
ス
ピ
ー
チ
の
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
、内
容
に
つ
い
て
説

明
す
る
留
学
生
。日
本
人
学
生
に
と
っ
て
は
、文
化
的

背
景
の
異
な
る
留
学
生
が
選
ぶ
テ
ー
マ
は
新
鮮
に
思

え
た
よ
う
。そ
の
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、日
本
人
審
査

員
ウ
ケ
す
る
内
容
な
ど
を
検
討
し
た
。

　

毎
年「
虹
色
祭
」に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ

る「
留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
」。外
国
人
留
学
生
が
思
い
思
い
の
テ
ー

マ
で
日
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
力
を
競
い
ま
す
。

奈
良
県
で
行
わ
れ
る
外
国
人
留
学
生
ス

ピ
ー
チ
大
会
の
予
選
を
兼
ね
る
本
コ
ン
テ

ス
ト
は
、今
年
度
で
23
度
目
を
迎
え
る
本

学
の
恒
例
行
事
で
す
。

　
こ
の
度
、「
日
本
文
化
学
科
の
留
学
生
の

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
」を
目
標
に
掲

げ
、同
学
科
の
日
本
語
教
員
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム（
以
下
、プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
3
年
生
が
、

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
留
学
生
へ
の
日
本

語
指
導
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。学
生
は
外

国
人
留
学
生
3
人
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重

ね
、テ
ー
マ
選
び
か
ら
、話
の
進
め
方
、日
本

語
の
言
い
回
し
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
、と
も
に
ス
ピ
ー
チ
内
容
を
練
り
上
げ
ま

し
た
。

　

11
月
20
日
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、12
人
の

留
学
生
が
日
本
語
で
熱
弁
を
ふ
る
う
中
、

　

11
月
7
日
に
行
わ
れ
た「
生
駒
市 

市
制
50
周
年
記
念
式

典
」に
お
い
て
、同
市
の
教
育
分
野
で
の
発
展
に
寄
与
し
た
と

し
て
本
学
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
と
生
駒
市
は
2
0
1
1
年
、商
工
観
光
事
業
の
推

進
を
目
的
と
す
る
連
携
協
定
を
奈
良
県
下
で
初
め
て
締
結

し
、こ
れ
ま
で
学
生
と
教
職
員
が
同
市
の
活
性
化
に
向
け
て

多
く
の
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。今
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
一
連
の
市
制
50
周
年
記
念
事

業
に
お
い
て
も
、「
帝
塚
山
大
学
い
こ
ま
教
養
講
座
」を
同
市

と
共
催
す
る
な
ど
文
化
教
育
事
業
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ず
、本
学
の
教
育
研
究
分
野
の
力
で
生
駒

市
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
10
月
、文
学
部
日

本
文
化
学
科
の
戸
花
亜
利
州
講
師

（
専
門
：
日
本
彫
刻
史
）が
、守
口
市

教
育
委
員
会（
大
阪
府
）よ
り
教
育

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
花
講
師
は
、2
0
1
7
年
2
月
よ
り
守
口
市
文
化
財
保

護
審
議
委
員
を
務
め
ら
れ
、同
市
の
美
術
工
芸
品
の
指
定
や

調
査
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
活
動
に
よ
る
守

口
市
の
教
育
に
対
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、こ
の
度
の
表
彰

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
リ
ヨ
ウ
・
イ
ク
ロ
ウ
さ
ん（
日
本
文
化
3

年
）が
圧
巻
の
ス
ピ
ー
チ
力
を
発
揮
し
て
優

勝
。奈
良
県
の
本
選
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。12
月
9
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
た
本
選
で
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生

に
画
面
越
し
に
見
守
ら
れ
て
リ
ヨ
ウ
さ
ん

は
見
事
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
留

学
生
ア
ブ
ド
ル
・コ
イ
ユ
ム
さ
ん（
日
本
文

化
4
年
）が
企
画
す
る「
日
本
文
化
交
流

会
」が
行
わ
れ
、日
本
語
教
育
に
関
心
の
あ

る
日
本
文
化
学
科
の
1
、2
年
生
が
、外
国

人
留
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。日
本

人
学
生
は
留
学
生
と
と
も
に
弓
道
や
茶
道

な
ど
の
日
本
文
化
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、

弓
の
引
き
方
や
お
点
前
の
作
法
に
と
ま
ど

う
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、そ
の
文
化

的
背
景
を
説
明
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
は
、ア
ニ
メ
や

マ
ン
ガ
だ
け
で
な
く
、日
本
の
伝
統
文
化

も
依
然
と
し
て
関
心
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。本
文
化
交
流
会
は
、日
本
語
教
育
に
関

心
の
あ
る
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
も
、奈
良

で
日
本
文
化
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
利
点

を
生
か
し
、日
本
語
学
習
者
と
し
て
の
留

学
生
に
対
し
て
異
文
化
の
魅
力
を
わ
か
り

や
す
く
教
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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「火の用心」
法学科の学生が一日消防署長として
火災予防啓発活動

こども教育学科の学生が作画を担当　言の葉大賞®受賞作品が産学連携で紙芝居に

前年度に続いての快挙
居住空間デザイン学科の学生2名が
京都デザイン賞で入賞

　居住空間デザイン学科3

年生の奥村奈央さんと奥村

里奈さんが公益社団法人京

都デザイン協会主催の「京

都デザイン賞2021」におい

て入選を果たしました。

　京都デザイン賞は、京都

の伝統と文化を守りながら、

新たなデザイン手法を用い

て、新しい京都のデザイン創

出を図る作品を発見、顕彰

し、その良さを広報して流通

に乗せることを目的に作品

を公募するもので、今年で

13回目を迎えるデザインコ

ンペティションです。

　プロも多く応募するレベルの高いコンペティションにおいて、昨年に引き

続き本学の学生が入選するという非常に喜ばしい結果となりました。2人

の作品は12月10日から13日にかけてくろちく天正館（京都市中京区新町

通錦小路上ル百足屋町）で展示されました。

情報誌とコラボして
大和野菜レシピを動画配信
Yahoo！ニュースでも連載

　食物栄養学科の佐伯孝子准教授（食生活学）のゼミでは

地産地消をめざし、大和野菜や奈良県産の食材にこだわっ

たレシピ開発や食育活動を、地域や企業と連携して推進し

ています。これまでも地元ケーブルTVで大和野菜のレシピ

を毎月配信していましたが、この度、奈良の地域Web情報誌

「ぱーぷる」と連携し、「大和野菜でおうちメシ」という動画レ

シピの配信を2021年11月から始めました。「ぱーぷる」の記事

としてYahoo！ニュースにも連載されます。コロナ禍で外食を

控える人が多い中、大和野菜をたっぷり使った簡単レシピで

おうち時間を楽しんでほしいとの願いが込められています。

　12月20日、「ならファミリー」（奈良市西 大寺

東町）で奈良市消防局が実施する「令和3年歳

末 火災予防運動消防フェア」において、法学科

2年生の長峰杏樹さんが一日消防署長として店

内の巡回啓発活動を行いました。法学科では、

警察や消防をめざす学生に向けてさまざまな官

学連携を推進しており、今回の一日消防長の委

嘱はそれらの一環で実現したものです。フェア当

日、消防局の制服に身を包んだ長峰さんは一日

消防署長として宣誓を行うと、消防局の職員の方 と々ともに店内の防火管理

状況を視察し、市民の方々に歳末の火災予防を呼びかけました。

　「消防官にあこがれているので、身が引き締まる思い」と長峰さんは話し、「消

防局の方と巡回してみて、防災や安全のために注意すべき点がよくわかった。

これからは地域の安全にもっと意識を向けていきたい」と、消防官への夢を新

たにしたようでした。

　教育学部こども教育学科の学生が、一般社団法人言の葉協会（代表理事：佐藤典

司　京都市 中京区寺町通二条上る西側要法寺前町）と産学連携で制作した紙芝居

が、世界KAMISHIBAI(紙芝居)の日である12月7日から全国で販売開始となりました。

　本紙芝居は、（一社）言の葉協会が全国の教育機関に向けて実施する「言の葉大

賞®」のこれまでの受賞作品のから選抜した5作品を原作に制作したもの。絵本専門

士でもある教育学部の德永加代准教授（国語科教育、NIE）が、コロナ禍だからこそ大

切にしたい人と人との触れ合いをテーマに、子どもたちの「聞く力」「共感力」「想像力」

「国語力」「文章力」を育める原作を主眼に選びました。作画を担当したのはこども教

育学科の3年生（西尾この実さん、原小雪さん、平井瑠華さん、古谷初奈さん、山田明

日香さん、吉村舞さん)の6人。「教育実習先で使いたいと思えるものに」と構成やイラ

スト表現に工夫を重ね、色鉛筆の柔らかなタッチが特徴的な5作品に仕上げました。

　紙芝居の発売を記念した贈呈式が12月に行われ、絵を描いた学生が、マスコミに

向けて紙芝居の読み聞かせを披露しました。こども教育学科では、この紙芝居を授業

だけでなく教育実習先などでも活用する予定。すでに第二弾の企画も持ち上がってお

り、紙芝居のシリーズ化に向けて動き始めたところです。

▲学園前キャンパスの子育て支援センターで行われた贈呈式の後、紙芝居の完成品を
　並べて德永准教授と記念撮影。学生の個性と感性が光る5作品。

▲言の葉協会の担当者からのアドバイスを受けながら、原作の魅力をどうやって表現す
　るのがよいのかラフスケッチをもとに試行錯誤した。

▲【写真上】指導を受けた大里浩二准教授を囲んで記念撮影。向かって左が奥村奈央
　　　　　さん、右が奥村里奈さん。
▲【写真下】左から奥村奈央さんが手がけた日本酒のボトルラベルデザイン、奥村里奈
　　　　　さんが手がけた豆腐のパッケージデザイン。

［紙芝居サイズ］　360㎜ｘ265㎜�1作品9場面(枚)ケース入り
［販売価格］　1作品　2,200円(税込)�5作品をセットで10,000円（税込）
購入は京都柿本書房にFAX（075-682-5385）で申込み

ネットいじめなどの被害を防ぐには　
経済経営学部の学生がボランティア活動報告で登壇　「奈良県スマホ学生フォーラム2021」

　12月12日、奈良県橿原文化会館（橿原市北八木町）において開催された「奈良県スマホ学

生フォーラム2021」で、経済経営学部3年の鶴岡芹菜さんが発表を行いました。

　近年、SNSに起因する犯罪被害やトラブルが多発しており、「ネットいじめ」などが発端と

なって自殺に至る事案も発生するなど、青少年の不適切なインターネット利用が社会的な問

題となっています。本フォーラムは、高校生や大学生によるインターネットの安全・安心な利用

に関する取り組みの発表や意見交換を通じて、青少年のネットリテラシーを向上させることを

目的に開催されました。

　第1部の取り組み発表で鶴岡さんは、今年度の「サイバー犯罪防犯ボランティア」活動につ

いて報告を行いました。2017年度より始まった同活動では、大学生が実際に小学校や中学校

に出向き、インターネットやSNSの安全な使い方などに関するサイバー防犯講習の授業を行っ

ています。鶴岡さんは、第2部のトークセッションにも参加し、「ネット社会にもとめるもの・わたしたちに必要なこと」をテーマに高校生と意見交換を行いまし

た。本フォーラムのコーディネーターを務めた経済経営学部 日置慎治教授は総評で、子どものSNS被害の増加に警鐘を鳴らしつつ、「どれもすばらしい取

り組みなので継続してほしい」と参加した高校生と大学生をたたえました。

興福寺中金堂再建余材を興福寺から寄贈
東生駒キャンパス1号館に常設展示
　2018年、「天平回帰」をめざし301年ぶりに再建された

興福寺中金堂。5日間にわたり行われた落慶法要には1

万人を超える人が参列しました。創建時のままに再現さ

れた中金堂から、散華が澄み切った青空にひらひらと舞

うさまは今なお人々の記憶に鮮やかなことでしょう。

　今回の中金堂再建には大量の木材、しかも巨木が必

要とされました。天平時代からの基壇に立つ66本の柱

は、原材料とする大木がその大きさのあまりに日本国内

では手に入らず、はるか遠くアフリカのカメルーンよりケ

ヤキが調達されました。

　その中金堂再建に使用された柱の余材を、この度、興

福寺から本学に特別にご寄贈いただきました。余材は直系77㎝、高さは約59㎝、重さは推定で

170㎏にも及びます。中金堂の艶やかな朱色の柱と同じく、表面にはベンガラによる朱塗りが施

され、「ヤリガンナ」での加工の跡もはっきりと残っています。中金堂再建の姿を伝える貴重な

実物資料である余材を、古都奈良をフィールドに学びを深める文学部を象徴するものとして、

東生駒キャンパス1号館の1Fに展示しています。皆さんもぜひ実物を間近に見てください。

　本学では、学生の皆さんが安心・安全な学生生活を送れるよう、厚生労働省が推奨する基本的な感

染防止対策（①検温・健康管理②手洗い、消毒の徹底③ソーシャルディスタンスの確保、④マスク着

用、③換気の徹底）を取り入れた、「新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン」や「対面授業に

おける感染拡大予防マニュアル」に基づき、キャンパスで感染防止対策を講じています。

　昨年度から、手指のアルコール消毒液の設置、飛沫感染を防ぐためのアクリル板やビニールクロスの

敷設、使用施設の消毒や換気の徹底などの対策を行ってきましたが、今年は、さらに強力に飛沫感染を

防ぐパーティションを両キャンパスの食堂やフリースペースに新たに設置しました。また、食堂混雑時に

は、三密を避けるために職員が学生の誘導を行い、黙食をプラカードで呼びかけています。

　また、両キャンパスの入口にはサーマルカメラを設置して検温を実施し、学生が安心して学修できる

環境を整えています。

食堂でさらに徹底した感染予防対策 Withコロナに

対応したキャンパス整備

▲パーティションが設置された食堂
【写真上】東生駒キャンパス�【写真下】学園前キャンパス
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【配信期間】 2022年2月18日（金）〜3月18日（金）（予定）
【受講料】 無料
【申込方法】 大学HP「公開講座ページ」の所定の申込フォームから視聴をお 
 申し込みください。

【視聴方法】 大学よりメールで送られた視聴用アドレスにアクセスして視聴し 
 てください。

【配信講座】 （いずれも仮題）
 ⑴「大和の初春行事」
 　高田 照世 教授 （帝塚山大学 文学部）
 ⑵「葛城の鴨都波社と高鴨社」
 　鷺森 浩幸 教授（帝塚山大学 文学部）
 ⑶「平川廃寺尊像復元考」
 　戸花 亜利州 講師（帝塚山大学 文学部）
 ⑷「石位寺三尊石仏の近現代」
 　杉﨑 貴英 教授（帝塚山大学 文学部）

【お問い合わせ】 
東生駒キャンパス 総務課 公開講座係
TEL：0742-48-9192（平日9時〜17時）

UPCOMING SEMINARS

EXHIBITION

開催予定のイベント

公開講座 奈良学への招待XX

【2021年度下半期】 市民大学講座　　※Zoomによるオンライン講座

帝塚山大学・（公財） 奈良市生涯学習財団共催　公開講座

EVENT & INFORMATION

【開催日時】 第1回　2022年2月18日（金）
 第2回　2022年3月4日（金）
 いずれも10:00-11:30

【開催場所】 西部公民館 4階会議室
 （奈良市学園南3-1-5　近鉄奈良線学園前駅南出口すぐ）

【講師】 山口 祐子 准教授（帝塚山大学 心理学部）
【定員】 40名（申込多数の場合は抽選）
【受講料】 無料
【申込締切】 2022年2月9日（水）はがき必着
【申込方法】 奈良市生涯学習財団HP『学ぶなら』（https://manabunara.jp）
 から所定の申込フォームから、もしくは往復はがきで「西部公民館
 （〒631-0034　奈良市学園南3-1-5）」までお申し込みください。

【お問い合わせ】 
（公財）奈良市生涯学習財団 西部公民館
TEL：0742-44-0101

【開催日時】 14：00-15：30
【定員】 100名（申込先着順）※各講座で受付開始日が異なります。
【受講料】 無料
【申込方法】 帝塚山大学附属博物館HP
 （https://www.tezukayama-u.ac.jp/museum）から

【お問い合わせ】 
帝塚山大学考古学研究所
TEL：0742-48-9700 ╱ FAX：0742-48-8783
Mail：arch@tezukayama-u.ac.jp

【開催期間】 2022年1月8日（土）〜2月10日（木）
【場所】 帝塚山大学附属博物館
【入館料】 無料
【休館日】 日・祝、1月14日、15日、20日、21日
【お問い合わせ】 
帝塚山大学附属博物館
TEL：0742-48-9700
https：//www.tezukayama-u.ac.jp

ストレスと上手に付き合おう　マインドフルネスを中心に
今回はストレスの成り立ちを学び、マインドフルネスを用いたストレス対処法を
体験します。

1月22日（土） 第467回市民大学講座（第14回博物館実習生による企画展示関連講座）
 「1950年代の大和路〜昭和の風景をふりかえる〜」
 伊藤 純（帝塚山大学非常勤講師）

1月29日（土） 第468回市民大学講座
 「新聞記者から見た古代日本－発掘の現場から－」　
 関口 和哉氏（読売新聞）

2月12日（土） 第469回市民大学講座
 「陶邑と渡来人」　
 植野 浩三氏（元奈良大学教授）

2月26日（土） 第470回市民大学講座
 「葛城の古道を辿る－葛城氏と雄略王権の確執－」　
 千賀 久氏（葛城市歴史博物館特任館長）

3月19日（土） 第471回市民大学講座
 「夏見廃寺出土塼仏の制作とその背景－持統朝の仏事－」
 清水 昭博（帝塚山大学 文学部教授）

3月26日（土） 第472回市民大学講座　
 「古代国家防衛の視点から見た紀伊・道成寺」
 甲斐 弓子（帝塚山大学考古学研究所 特別研究員）

2021年度の「奈良学への招待」は、新型コロナウイルス感染症対策のため対面で
の講座を実施せず、お申し込みいただいた方に限定して講座動画を配信します。
本講座を通じて、新たな奈良の魅力に触れてください。

第14回博物館実習生による企画展示

【観展喜知（かんてんきち）～近現代の人々が旅した日本の風景～】

附属博物館を設置する本学は、学芸員資格取得に必要な「博物館実習」を本
物の史資料に触れながら学内で行うことができます。本企画展示は、その学び
の集大成として文学部の学生が企画・立案し、毎年1月に一般に向けて開催す
るものです。

2020年に発生した新型コロナウイルスの感染拡大とともに、私たちの生活様式
は大きく変化し、さらに各地への観光も制限されるようになりました。今回の企
画展示では近現代を中心とした全国津々浦々の観光パンフレットや鉄道関係
の資料を展示します。本展を通じて、往時の旅情を味わっていただくとともに、
新型コロナウイルス収束後に各地の観光地に足を運んでもらうきっかけにつな
がれば幸いです。

訃報

　本学の経済経営学部准教授の寺地祐介先生が、2021年12月12日にご逝去
されました。（享年41歳）
　ご専門は都市経済学および交通経済学。主な論文に「Price Competition of 
Airports and its Effect on the Airline Network」「The 
Organization of Multiple Airports in a Metropolitan 
Area」など。本学ではミクロ経済学や地域アクティブ
ラーニングなどの科目を担当されました。特に、地域
連携、産官学連携活動に精力的に取り組まれ、2019
年6月に本学が主催し開催した「産学連携学会 第17
回大会 奈良大会」では運営の中心的な役割を担わ
れました。
　ご生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。

　本学の名誉教授であり、元法政策学部法政策学科教授、大学
院法政策研究科教授の小川幸士先生が、2021年10月6日にご逝
去されました。（享年81歳）
　積水スポンジ工業株式会社（現：積
水化成品工業株式会社）、積水化学工
業株式会社で一貫して法務担当として
実務に携われ、社団法人大阪工業会経
営法務委員会で委員を務められた後に
本学に着任。企業法務のご経験をもと
に多くの著書や論文を発表されました。
　ご生前のご功績を偲び、謹んでご冥
福をお祈り申し上げます。

FINANCIAL REPORT

NEWS
第55回 帝塚山大学卒業式
第30回 帝塚山大学大学院修了式

第54回�帝塚山大学卒業式
第29回�帝塚山大学大学院修了式

※ 2021年12月末現在の予定
※ 新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、
　 予定を変更する可能性がありますので、
　 最新情報については大学HPで必ずご確認ください。 ▲写真は令和2（2020）年度実施

▲箕面電車沿線案内図

◀東京名所絵ハカキ
　�(上野公園動物園前)
　大正11年(1922)

帝塚山大学を設置する学校法人帝塚山学園の令和２（2020）
年度決算が、令和３（2021）年５月２７日開催の理事会におい
て承認されましたので、概要をお知らせします。

令和２（2020）年度決算について（報告）

【日時】　令和4（2022）年３月23日（水）
　　　　13時00分開式
  　　　（入場受付：12時～12時30分）

【会場】　グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

【収入】 【支出】 【収支差額】
収入の主たる科目は次のとおりです。
・学生生徒等納付金 対前年度 ２千４百万円の増
・手数料収入 対前年度 ２千７百万円の減
・経常費補助金 対前年度２億６千６百万円の増
・雑収入 対前年度 ２千４百万円の増
・資産売却差額 対前年度 ３千万円の増
収入全体としては前年度と比較して３億３千万円の
増となりました。
その主な理由は経常費補助金の増加です。また、奈
良市道路整備事業に伴う学園用地の一部売却によ
る特別収入も寄与しています。

支出の主な科目は次のとおりです。
・人件費 対前年度 ３千万円の増
・教育研究経費、管理経費
対前年度１億２千６百万円の増
支出全体としては前年度と比較して１億３千万円の
増となりました。
その主な理由は、大学授業料減免費交付金による
奨学費の増加、退職者数の増による退職金の増加、
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休校や出張
制限等により、主として大学の光熱水費、旅費交通
費等が減少したことによるものです。

「基本金組入前当年度収支差額（旧帰属収支）」は
２億３千万円の支出超過となりました。前年度と比
較して支出超過が２億円改善しましたが、これは新
型コロナウイルス感染症拡大に伴う諸経費の減少
及び、奈良市道路整備事業に伴い、学園用地を一
部売却したことによるものなので、依然として改善は
必要です。
大学での５年連続の入学定員を上回る学生確保を
はじめ、各学校においても概ね定員を確保することが
できました。学部学科の再編、入学定員の見直し、授
業料の改定、教職員定員管理の適正化等、諸施策を
役員・教職員が一丸となって取り組んだ結果が表れ
てまいりました。今後も学生・生徒・児童・園児を第一
に考え、学習環境の向上、キャンパス整備等に取り組
むとともに財政健全化計画を完遂してまいります。
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■2022年度 学部入試日程一覧
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B日程

A日程
後期

C日程

※ 願書の窓口受付は東生駒キャンパス入試広報課でのみ受付けます。
　(平日 ) ９：００～１７：００　（土曜日） ９：００ ～ １３：００

■2022年度 大学院入試日程一覧
博士前期課程・博士後期課程

出願期間

選考日程 合格発表

１月２１日（金）～ 1月２８日（金）

２月８日（火） 
※選考方法などについては、右記までお問い合わせください。

締切日消印有効

人文科学研究科 日本伝統文化専攻

心理科学研究科 心理科学専攻（心理学専修・臨床心理学専修）

〒631-8501 奈良市帝塚山７丁目1-1
 　　0742-48-8150 [ 教学支援課（文学部）]

〒631-8585 奈良市学園南３丁目1-3
 　　0742-41-4720 [ 教学支援課（心理学部）]

入試制度 試験実施日 合格発表
出願期間

開始 窓口受付日終了
(最終日消印有効)

※

2月22日(火) 3月7日(月) 3月8日(火) 3月１1日(金) 3月１2日(土)総合型選抜 ３月
自由応募型

2月4日(金)

幼小保の3資格を取って
将来は英語と児童教育の研究を

海外留学奨学生制度（正規留学:1年／語学留学：6カ月） Berlitz English Lounge
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テ
ー
マ
に
沿
っ
た
会
話
だ
け
で
な
く
、フ

リ
ー
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
も
あ
っ

て
、英
会
話
力
が
少
し
ず
つ
身
に
つ
い
て

き
た
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。留
学
は
夏

か
ら
1
年
間
の
予
定
な
の
で
、出
発
ま

で
に
T
O
E
I
C
7
5
0
点
を
超
え
る

こ
と
が
目
標
。ラ
ジ
オ
英
会
話
や
英
語

音
声
素
材
で
少
し
で
も
多
く
英
語
に
触

れ
る
よ
う
に
努
力
も
続
け
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
、教
育
現
場
の
知
識
を

持
っ
た
研
究
者
。今
は
、3
資
格
を
取
っ

て
、教
育
現
場
に
立
ち
つ
つ
英
語
や
児

童
教
育
も
究
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、留
学
先
で
新
し
い
扉
が
開
か
れ

る
の
で
は
と
い
う
期
待
も
あ
っ
て
。こ
れ

か
ら
体
験
で
き
る
新
し
い
世
界
に
今
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

教育学部　こども教育学科1年

中野内 亜美さん

応募区分 正規留学 語学留学
対象学部 全学部
対象学年 2-4年（留学時）

派遣人数 全学部計６名以内 東生駒キャンパスおよび学園前キャンパスごとに
６名以内（合計１２名以内）

留学先 原則として本学の推奨する協定大学
留学期間 １年（在学期間に算入） ６カ月（在学期間に算入）
学費 留学期間中の帝塚山大学の学費は免除
奨学金 最大で１２０万円 最大で７０万円
語学力 一定のレベルが必要

2
0
2
2
年
の
夏
に
、「
海
外
留
学
奨
学
生
制
度
」を
利
用
し
て1

年
間
の
留
学
に

飛
び
立
つ
中
野
内
亜
美
さ
ん（
こ
ど
も
教
育
1
年
）。留
学
へ
の
抱
負
を
聞
い
た
。

英語教育のプロが｢英語を母国語としない人の
英語教育法｣を展開。世界水準の学びで英語で
のコミュニケーション能力・プレゼンテーション力・
ディスカッションスキルを身につけます。英語力向
上をめざす学生のために、全学科対象のオープン
クラスを設けています。

大学キャンパスでネイティブから
英語が学べる
　東生駒キャンパス　　　開講日 : 月 ・ 水

　学園前キャンパス　　　開講日 : 金

留学制度には、「海外留学奨学生制度」のほかにも、約1カ月間、海外の協定大学で語学を学び、国際感覚
を身につけることを目的とした「海外短期語学研修制度」もあります。

入試制度 試験実施日 合格発表
出願期間

開始 窓口受付日終了
(最終日消印有効)

※

２月１８日（金）


